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こ
れ
ま
で
町
民
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま

れ
て
き
た
町
内
循
環
バ
ス
「
ふ
れ
あ
い
シ

ャ
ト
ル
」
を
９
月
30
日
を
も
っ
て
廃
止
し
、

新
た
な
バ
ス
交
通
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

と
と
も
に
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
単
独
で
運

行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
平
成
14
年
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
福
祉
バ
ス
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
、
民
間
路
線
バ
ス
を
統
合
し
た
「
ふ

れ
あ
い
シ
ャ
ト
ル
」
を
運
行
さ
せ
、
一
定

の
成
果
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

運
行
本
数
の
少
な
さ
や
、
運
行
時
間
が
長

い
な
ど
、
バ
ス
利
用
を
さ
れ
る
み
な
さ
ん

に
と
っ
て
は
不
便
な
側
面
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
16
年
度
に
２
万
５
千
人
ま

で
に
達
し
た
ふ
れ
あ
い
シ
ャ
ト
ル
の
利
用

者
も
、
平
成
22
年
度
末
に
は
１
万
７
千
人

程
度
に
ま
で
落
ち
込
み
、
利
用
者
の
増
加

へ
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
の
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
町
で
は

①
町
民
の
足
と
し
て
の
利
便
性
の
確
保
、

②
バ
ス
の
効
率
的
な
運
用
、
③
経
済
的
な

バ
ス
交
通
体
系
の
確
立
、
④
他
の
交
通
機

関
と
の
連
携
性
の
確
保
、
⑤
環
境
に
配
慮

し
た
交
通
体
系
、
⑥
観
光
客
も
利
用
や
す

い
バ
ス
交
通
、
と
い
う
こ
と
を
主
眼
に
ニ

セ
コ
町
の
特
性
に
沿
っ
た
、
身
の
丈
に
合

う
バ
ス
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
を
模
索
し
て

き
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
シ
ャ
ト
ル
の
利
用
者
が
年
々

減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
危
惧
し
、
利
用

者
増
加
へ
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を

重
ね
、
利
便
性
の
向
上
や
、
観
光
客
の
利

用
促
進
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
平
成
19
年
に
「
ニ
セ
コ
町
循
環

バ
ス
運
行
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
現

状
の
便
数
で
、
町
民
生
活
や
学
校
生
活
へ

の
影
響
を
考
慮
し
つ
つ
、
観
光
客
も
で
き

る
だ
け
使
い
や
す
い
最
大
公
約
数
的
な
改

善
を
さ
せ
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
、
平
成

20
年
度
か
ら
２
年
間
、
環
境
省
の
補
助
金

を
活
用
し
て
、
ふ
れ
あ
い
シ
ャ
ト
ル
の
現

状
の
分
析
と
今
後
の
運
行
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
証
を
行
い
ま
し
た
。
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１８月号 １

町では、町内循環バス「ふれあいシャトル」を9月30日をもって廃止し、

町民のみなさんの利便性を向上させるために、

10月1日からデマンドバス（利用者の要望に対応して、

自宅などから町内の目的地まで運行する形態のバス）の

運行を開始することにしました。

導
入
ま
で
の
経
過

10月から
デマンドバスを
運行します

デマンドバスとは
路線バスの運行形態とは異なり、電話などによ

る複数の利用者の希望乗降場所や乗降車時刻の

要望に応じて、希望乗車点へ迎えに行く形の経

路で運行する新しい形態のバスです。通常は複

数の利用者を乗せるため、乗り合い型の利用形

態となり、どの利用者にも大きく不便を与える

ことのない経路を選定して運行します。



こ
の
結
果
、
現
在
も
実
施
し
て
い
る「
ニ

セ
コ
グ
リ
ー
ン
バ
イ
ク
事
業
」
の
ほ
か
、

「
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
事
業
」、「
ふ
れ
あ
い
シ

ャ
ト
ル
の
デ
マ
ン
ド
化
の
検
討
」
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
22
年
度
に
は
総
務
省
の

交
付
金
を
活
用
し
て
、
実
際
に
デ
マ
ン
ド

バ
ス
を
走
ら
せ
て
み
る
実
証
実
験
を
行
い

ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
シ
ャ
ト
ル
を
現
行
ど

お
り
運
行
さ
せ
て
の
実
験
で
し
た
が
、
前

年
度
同
時
期
の
ふ
れ
あ
い
シ
ャ
ト
ル
の
利

用
者
と
比
べ
て
、
1.5
倍
程
度
の
利
用
者
の

増
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
民
や
観

光
事
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
継
続
運
行
を
望
む
声
が

あ
り
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
有
効
性
が
確
認

で
き
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
に
は
、
町
民
や
公
共
交
通

関
係
者
な
ど
で
組
織
す
る
ニ
セ
コ
町
地
域

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
を
設
立
し
、
国

土
交
通
省
の
補
助
金
を
利
用
し
て
、
デ
マ

ン
ド
バ
ス
導
入
へ
向
け
た
調
査
と
計
画
案

策
定
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
も
町

民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
認
知
度
の
高
さ

と
、
導
入
を
望
む
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
数
年
を
か
け
て
、
デ
マ

ン
ド
バ
ス
の
導
入
可
能
性
の
調
査
を
し
、

慎
重
に
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス

は
、
ニ
セ
コ
町
の
よ
う
に
バ
ス
利
用
者
が

多
く
な
い
地
域
に
と
っ
て
は
利
便
性
が
高

く
、
効
率
的
な
運
行
が
で
き
る
デ
マ
ン
ド

バ
ス
が
適
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
特
に
路
線
バ
ス
に
比
べ
、
自
宅
が
停

留
所
と
な
る
こ
と
で
、
き
め
細
や
か
な
送

迎
が
で
き
、
過
疎
地
で
の
運
行
に
最
大
限

の
威
力
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
路
線
バ
ス
で
は
、
決
め
ら

れ
た
停
留
所
ま
で
歩
き
、
バ
ス
が
来
る
ま

で
停
留
所
で
待
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
自
宅
や
目
的
地
が

停
留
所
と
な
り
ま
す
の
で
、
待
ち
時
間
が

少
な
く
、
冬
場
で
も
安
心
し
て
利
用
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
さ
ら
に
、
要
望
に
応

じ
て
バ
ス
を
運
行
す
る
た
め
、
利
用
者
が

い
な
く
て
も
運
行
す
る
路
線
バ
ス
と
は
違

い
、
効
率
的
な
運
行
が
で
き
、
車
両
の
小

型
化
に
よ
っ
て
路
線
バ
ス
特
有
の
空
バ
ス

状
態
を
解
消
さ
せ
る
と
同
時
に
、
定
路
線

を
走
る
路
線
バ
ス
よ
り
時
間
を
か
け
ず
に

運
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
万
能
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
車
両
の
小
型
化
に
よ
っ
て
、

乗
車
人
数
が
限
ら
れ
る
た
め
、
同
時
刻
に

多
く
の
人
を
一
度
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
、
多
数
の
予
約
に
対
応
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
少
な
い
台
数

で
、
予
約
に
応
じ
て
運
行
す
る
た
め
、
運

行
状
況
に
よ
っ
て
は
希
望
し
た
時
間
に
予

約
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
タ
ク
シ
ー
の
よ
う
な
一
人
（
グ
ル
ー

プ
）
に
対
し
て
一
ル
ー
ト
と
は
な
ら
ず
、

乗
合
の
状
況
に
よ
っ
て
は
ど
の
利
用
者
に

も
極
端
な
不
便
は
か
け
な
い
も
の
の
、
タ

ク
シ
ー
と
比
べ
て
目
的
地
ま
で
の
運
行
時

間
が
長
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
、
こ
れ

ま
で
の
路
線
バ
ス
型
の
運
行
よ
り
も
利
便

性
や
効
率
性
は
向
上
す
る
も
の
の
、
タ
ク

シ
ー
の
よ
う
に
自
由
に
運
行
を
決
め
ら
れ

る
わ
け
で
は
な
く
、
制
約
が
あ
る
の
も
事

実
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
デ
マ
ン
ド
バ

ス
は
こ
れ
ま
で
の
バ
ス
の
運
行
体
制
よ
り

も
安
心
・
安
全
な
生
活
の
足
の
確
保
を
、

低
運
賃
で
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
に
、
気
軽
で
利
用
し
易
い
バ
ス
で
あ
る

こ
と
か
ら
外
出
の
機
会
が
増
え
、
高
齢
者

の
健
康
増
進
や
ふ
れ
あ
い
の
機
会
の
増
加

に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
町
で
は
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
有

効
性
の
高
さ
を
評
価
し
、
10
月
１
日
よ
り

導
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

特
　
集

広報ニセコ２２

デ
マ
ン
ド
バ
ス
導
入
の
理
由

（有効性）

◎停留所まで歩く必要がなく、運行区域内の希望す

る場所で乗り降りできます。

◎予約制なので、希望時間に迎えに来てもらうこと

が可能となり、路線バスのように定められた到着

時刻まで待つ必要がなくなります。

◎予約に応じて運行するため、路線バスとは違い、

利用者がいてもいなくても走る必要がありません。

（課題）

◎運行状況によっては、希望どおりの時刻に予約

を取ることができないことがあります。

◎乗合となりますので、タクシーのように直接送

迎することができず、目的地まで時間がかかる

場合があります。

デマンドバスの便利さと課題



10
月
か
ら
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
導
入
に
あ

た
り
、
こ
れ
ま
で
の
「
ふ
れ
あ
い
シ
ャ
ト

ル
」
を
デ
マ
ン
ド
バ
ス
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス

に
分
割
運
行
す
る
体
制
と
な
り
ま
す
（
左

図
の
と
お
り
）。
今
後
、
ふ
れ
あ
い
シ
ャ
ト

ル
と
し
て
運
行
し
て
い
た
平
日
の
午
前
便

１
便
（
午
前
９
時
台
の
ニ
セ
コ
駅
発
の
全

便
）
と
土
日
休
日
の
全
便
（
ニ
セ
コ
駅
発
）

が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
停
留
所

を
児
童
生
徒
の
乗
降
場
所
に
限
定
的
に
再

編
し
ま
す
が
、
一
般
客
の
混
乗
は
継
続
さ

れ
、
早
朝
便
と
午
後
の
３
便
を
維
持
す
る

予
定
で
す
。
た
だ
し
、
開
校
日
の
み
の
運

行
と
な
り
、
土
日
祝
日
、
夏
休
み
、
冬
休

み
は
運
休
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
一
般
客

の
運
賃
は
無
料
と
な
り
ま
す
。
運
行
経
路

な
ど
に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
中
で
、
９

月
こ
ろ
ま
で
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
計
画
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

◎
運
行
開
始

平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら

◎
運
賃

１
回
２
０
０
円
（
回
数
券
は
継
続
利
用

予
定
）
就
学
前
の
小
児
は
無
料
、
子
ど

も
（
中
学
生
以
下
）
・
身
体
障
が
い
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
が
い
者
保

健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
人
、
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
半
額
（
１
０

０
円
）
と
な
り
ま
す
。

◎
運
行
方
法

デ
マ
ン
ド
方
式
に
よ
る
バ
ス
区
域
運
行

（
道
路
運
送
法
第
４
条
）

◎
提
供
方
式

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
サ
ー
ビ
ス
（
利
用

者
の
自
宅
な
ど
と
駅
、
病
院
な
ど
の
目

的
地
間
の
輸
送
を
行
い
ま
す
。）

◎
運
行
日
時

平
休
日
と
も
運
行

午
前
８
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
（
概
ね

目
的
地
に
８
時
30
分
到
着
か
ら
と
、
概

ね
出
発
地
か
ら
18
時
30
分
発
ま
で
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

◎
予
約
受
付

搭
乗
予
定
日
の
１
週
間
前
か
ら
予
約
可

能
で
、
午
前
７
時
30
分
か
ら
午
後
６
時

ま
で
の
間
に
受
け
付
け
ま
す
。

◎
運
行
区
域

町
内
全
域
（
五
色
温
泉
地
区
は
除
き
、

昆
布
駅
及
び
昆
布
温
泉
病
院
周
辺
地
域

を
含
み
ま
す
。）

◎
車
両
及
び
台
数

ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
（
９
人
乗
り
）

平
休
日
と
も
２
台
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運
行
体
制
と
運
行
計
画

デマンドバス

・運賃200円

・乗合方式

・予約型

10月から

スクールバス

・運賃無料

・混乗型

・停留場方式

ふれあいシャトル

運行の仕組みのイメージ

注意事項

1．目的地はあらかじめ決められていません。目的地は自由に設定できます。

2．効率よく運行するため、必ずしも予約順に運行しない場合があります。ただし、

お迎えに行く時間が変わることはありません。

3．効率的な運行を行うため、乗継が発生する場合があります。ただし、乗継した場

合でも乗継運賃が発生することはありません。

4．上記図は、運行のイメージであり、必ずこのような運行となるとは限りません。



デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
は
上

図
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
「
ふ
れ
あ
い

シ
ャ
ト
ル
」
の
利
用
方
法
と
は
大
き
く
異

な
っ
て
い
て
、
利
用
し
よ
う
と
す
る
た
び

に
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
ず
、
予

約
セ
ン
タ
ー
に
電
話
を
し
、
名
前
、
住
所
、

希
望
の
時
間
と
目
的
地
を
告
げ
る
と
、
運

行
が
可
能
な
数
件
の
送
迎
時
刻
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
そ
の
中
か
ら
希
望
す
る

時
刻
を
選
択
し
、
後
は
希
望
日
時
に
自
宅

な
ど
で
待
機
し
て
も
ら
え
ば
、
バ
ス
が
迎

え
に
き
て
目
的
地
へ
向
か
う
仕
組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ふ
れ
あ
い
シ

ャ
ト
ル
の
利
用
で
可
能
だ
っ
た
町
道
に
お

け
る
手
上
げ
方
式
に
よ
る
乗
車
は
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
夏
場
に
ふ
れ
あ
い
シ
ャ
ト
ル
で

行
っ
て
い
た
グ
リ
ー
ン
バ
イ
ク
の
積
載
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
２
台
に
限
り
継
続
し
て

積
載
可
能
で
す
（
積
載
運
賃
は
現
在
検
討

中
で
す
）。
な
お
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
へ
の
自

転
車
積
載
は
今
の
と
こ
ろ
予
定
し
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
今
回
導
入
す
る
バ
ス
は
、

少
し
大
き
め
の
車
両
で
あ
る
た
め
、
例
え

ば
、
観
光
客
の
大
型
荷
物
に
も
十
分
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
新
し
い
バ
ス
運
行
に
な
っ

て
も
、
ふ
れ
あ
い
シ
ャ
ト
ル
で
提
供
し
て

い
た
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
落
と
さ
な
い
よ
う

に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
を
開
始

す
る
た
め
に
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で

運
行
事
業
者
の
選
定
（
６
月
26
日
に
ニ
セ

コ
バ
ス
株
式
会
社
を
内
定
）
を
行
い
、
現

在
、
運
輸
支
局
に
対
し
て
運
行
経
費
の
補

助
を
受
け
る
た
め
の
計
画
の
認
可
申
請
や
、

デ
マ
ン
ド
バ
ス
導
入
へ
向
け
た
車
両
や
シ

ス
テ
ム
の
購
入
な
ど
、
運
行
開
始
へ
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
準
備

が
整
う
、
９
月
下
旬
ご
ろ
よ
り
予
約
を
受

付
開
始
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
今
回
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
に

伴
い
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
広
く
愛
さ

れ
る
よ
う
に
愛
称
を
募
集
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
愛
称
募
集
の
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。町

で
は
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
み
な
さ
ん

の
新
し
い
交
通
の
足
と
し
て
十
分
に
活
用

し
て
も
ら
う
た
め
、
詳
し
い
運
行
計
画
や

乗
車
方
法
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
地
区
ご
と
の
説
明
会

も
随
時
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の

で
、
詳
し
い
日
程
に
つ
い
て
は
決
ま
り
次

第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
企
画
環
境
課
経
営
企
画

係
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広報ニセコ４

利
用
の
仕
方

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

乗車方法

①予約センターへ電話をします。

②名前、住所、希望の時間と目的地を告げてください。

③希望する時刻に沿って、運行が可能な時刻を数件お知らせしますので、その

中から利用者が乗車可能時間を選択してください。

④受付係が配車しますので、予約した時刻に自宅の前などで待機してください。

⑤バスが到着したら速やかに乗車してください。
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部活動から得たもの。部活動から得たもの。部活動から得たもの。部活動から得たもの。部活動から得たもの。部活動から得たもの。部活動から得たもの。部活動から得たもの。部活動から得たもの。部活動から得たもの。部活動から得たもの。部活動から得たもの。部活動から得たもの。部活動から得たもの。部活動から得たもの。部活動から得たもの。部活動から得たもの。
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結果より大切なこと〜平成24年ニセコ中学校野球部を追う〜結果より大切なこと〜平成24年ニセコ中学校野球部を追う〜結果より大切なこと〜平成24年ニセコ中学校野球部を追う〜結果より大切なこと〜平成24年ニセコ中学校野球部を追う〜結果より大切なこと〜平成24年ニセコ中学校野球部を追う〜結果より大切なこと〜平成24年ニセコ中学校野球部を追う〜結果より大切なこと〜平成24年ニセコ中学校野球部を追う〜結果より大切なこと〜平成24年ニセコ中学校野球部を追う〜結果より大切なこと〜平成24年ニセコ中学校野球部を追う〜結果より大切なこと〜平成24年ニセコ中学校野球部を追う〜結果より大切なこと〜平成24年ニセコ中学校野球部を追う〜結果より大切なこと〜平成24年ニセコ中学校野球部を追う〜結果より大切なこと〜平成24年ニセコ中学校野球部を追う〜結果より大切なこと〜平成24年ニセコ中学校野球部を追う〜結果より大切なこと〜平成24年ニセコ中学校野球部を追う〜結果より大切なこと〜平成24年ニセコ中学校野球部を追う〜結果より大切なこと〜平成24年ニセコ中学校野球部を追う〜

自分のプレーでチームを引っ張り続け、マウンド上では冷静沈着な、キャ

プテンでエースの大平竜資君（3年生）は涙をこらえながら、応援席に向か

って最後の挨拶をした。

応援席からの労いの言葉や拍手がそうさせたのか、キャプテンとして最後

の仕事が終えたからなのかわからないが、挨拶の後は耐えていたものがプツ

ンと切れたかのように、肩を震わせ涙を流した。それでも涙を見られないよ

うに帽子で顔を隠し、少しおぼつかない足取りでベンチに戻ってくる。

高井雅康監督は彼にそっと近づき、背中に手をまわして声をかけた。大平

君は小さく頷いた。

6月30日㈯、中体連軟式野球大会後志予選会1回戦、ニセコ中学校は1対

2で岩内第二中学校に惜敗した。

中体連の大会は、中学校3年生にとって中学校部活動として出場する最後

の大会となる。全国大会まで続くこの大会はトーナメント戦で戦い、「負

け」＝「引退」の公式が当てはまる、まさに負けられない大会であり、中学

校部活動としての集大成の大会でもある。

今年のニセコ中学校の野球部は3年生7人、2年生4人、1年生10人の21

人の部員が所属し、全校生徒約130人の学校規模から考えると大所帯の部

と言える。野球部監督の高井教諭は、自ら動きながら手本を示して指導し、

コーチの杉山教諭は試合などのデータに基づき指導するなど指導体制もしっ

かりとしている。

選手は小学校から野球をしていた経験者も多く、飛びぬけた選手がいるわ

けではないが、まとまりがあり野球に対する情熱を持ったチームである。

今年の後志管内は、ずば抜けて強いチームが無く、どのチームも全道大会

に出場するチャンスがある混戦模様で、ニセコ中学校も全道大会出場を狙え

る位置にあり、全道出場を現実のものにするため、放課後、休日、雨の日も

雪の日も練習に取り組んできた。

中学校生活の全てを、野球部に捧げてきたといっても過言ではない。

自分のプレーでチームを引っ張り続け、マウンド上では冷静沈着な、キャ

プテンでエースの大平竜資君（3年生）は涙をこらえながら、応援席に向か

って最後の挨拶をした。

応援席からの労いの言葉や拍手がそうさせたのか、キャプテンとして最後

の仕事が終えたからなのかわからないが、挨拶の後は耐えていたものがプツ

ンと切れたかのように、肩を震わせ涙を流した。それでも涙を見られないよ

うに帽子で顔を隠し、少しおぼつかない足取りでベンチに戻ってくる。

高井雅康監督は彼にそっと近づき、背中に手をまわして声をかけた。大平

君は小さく頷いた。

6月30日㈯、中体連軟式野球大会後志予選会1回戦、ニセコ中学校は1対

2で岩内第二中学校に惜敗した。

中体連の大会は、中学校3年生にとって中学校部活動として出場する最後

の大会となる。全国大会まで続くこの大会はトーナメント戦で戦い、「負

け」＝「引退」の公式が当てはまる、まさに負けられない大会であり、中学

校部活動としての集大成の大会でもある。

今年のニセコ中学校の野球部は3年生7人、2年生4人、1年生10人の21

人の部員が所属し、全校生徒約130人の学校規模から考えると大所帯の部

と言える。野球部監督の高井教諭は、自ら動きながら手本を示して指導し、

コーチの杉山教諭は試合などのデータに基づき指導するなど指導体制もしっ

かりとしている。

選手は小学校から野球をしていた経験者も多く、飛びぬけた選手がいるわ

けではないが、まとまりがあり野球に対する情熱を持ったチームである。

今年の後志管内は、ずば抜けて強いチームが無く、どのチームも全道大会

に出場するチャンスがある混戦模様で、ニセコ中学校も全道大会出場を狙え

る位置にあり、全道出場を現実のものにするため、放課後、休日、雨の日も

雪の日も練習に取り組んできた。

中学校生活の全てを、野球部に捧げてきたといっても過言ではない。

自分のプレーでチームを引っ張り続け、マウンド上では冷静沈着な、キャ

プテンでエースの大平竜資君（3年生）は涙をこらえながら、応援席に向か

って最後の挨拶をした。

応援席からの労いの言葉や拍手がそうさせたのか、キャプテンとして最後

の仕事が終えたからなのかわからないが、挨拶の後は耐えていたものがプツ

ンと切れたかのように、肩を震わせ涙を流した。それでも涙を見られないよ

うに帽子で顔を隠し、少しおぼつかない足取りでベンチに戻ってくる。

高井雅康監督は彼にそっと近づき、背中に手をまわして声をかけた。大平

君は小さく頷いた。

6月30日㈯、中体連軟式野球大会後志予選会1回戦、ニセコ中学校は1対

2で岩内第二中学校に惜敗した。

中体連の大会は、中学校3年生にとって中学校部活動として出場する最後

の大会となる。全国大会まで続くこの大会はトーナメント戦で戦い、「負

け」＝「引退」の公式が当てはまる、まさに負けられない大会であり、中学

校部活動としての集大成の大会でもある。

今年のニセコ中学校の野球部は3年生7人、2年生4人、1年生10人の21

人の部員が所属し、全校生徒約130人の学校規模から考えると大所帯の部

と言える。野球部監督の高井教諭は、自ら動きながら手本を示して指導し、

コーチの杉山教諭は試合などのデータに基づき指導するなど指導体制もしっ

かりとしている。

選手は小学校から野球をしていた経験者も多く、飛びぬけた選手がいるわ

けではないが、まとまりがあり野球に対する情熱を持ったチームである。

今年の後志管内は、ずば抜けて強いチームが無く、どのチームも全道大会

に出場するチャンスがある混戦模様で、ニセコ中学校も全道大会出場を狙え

る位置にあり、全道出場を現実のものにするため、放課後、休日、雨の日も

雪の日も練習に取り組んできた。

中学校生活の全てを、野球部に捧げてきたといっても過言ではない。

自分のプレーでチームを引っ張り続け、マウンド上では冷静沈着な、キャ

プテンでエースの大平竜資君（3年生）は涙をこらえながら、応援席に向か

って最後の挨拶をした。

応援席からの労いの言葉や拍手がそうさせたのか、キャプテンとして最後

の仕事が終えたからなのかわからないが、挨拶の後は耐えていたものがプツ

ンと切れたかのように、肩を震わせ涙を流した。それでも涙を見られないよ

うに帽子で顔を隠し、少しおぼつかない足取りでベンチに戻ってくる。

高井雅康監督は彼にそっと近づき、背中に手をまわして声をかけた。大平

君は小さく頷いた。

6月30日㈯、中体連軟式野球大会後志予選会1回戦、ニセコ中学校は1対

2で岩内第二中学校に惜敗した。

中体連の大会は、中学校3年生にとって中学校部活動として出場する最後

の大会となる。全国大会まで続くこの大会はトーナメント戦で戦い、「負

け」＝「引退」の公式が当てはまる、まさに負けられない大会であり、中学

校部活動としての集大成の大会でもある。

今年のニセコ中学校の野球部は3年生7人、2年生4人、1年生10人の21

人の部員が所属し、全校生徒約130人の学校規模から考えると大所帯の部

と言える。野球部監督の高井教諭は、自ら動きながら手本を示して指導し、

コーチの杉山教諭は試合などのデータに基づき指導するなど指導体制もしっ

かりとしている。

選手は小学校から野球をしていた経験者も多く、飛びぬけた選手がいるわ

けではないが、まとまりがあり野球に対する情熱を持ったチームである。

今年の後志管内は、ずば抜けて強いチームが無く、どのチームも全道大会

に出場するチャンスがある混戦模様で、ニセコ中学校も全道大会出場を狙え

る位置にあり、全道出場を現実のものにするため、放課後、休日、雨の日も

雪の日も練習に取り組んできた。

中学校生活の全てを、野球部に捧げてきたといっても過言ではない。

自分のプレーでチームを引っ張り続け、マウンド上では冷静沈着な、キャ

プテンでエースの大平竜資君（3年生）は涙をこらえながら、応援席に向か

って最後の挨拶をした。

応援席からの労いの言葉や拍手がそうさせたのか、キャプテンとして最後

の仕事が終えたからなのかわからないが、挨拶の後は耐えていたものがプツ

ンと切れたかのように、肩を震わせ涙を流した。それでも涙を見られないよ

うに帽子で顔を隠し、少しおぼつかない足取りでベンチに戻ってくる。

高井雅康監督は彼にそっと近づき、背中に手をまわして声をかけた。大平

君は小さく頷いた。

6月30日㈯、中体連軟式野球大会後志予選会1回戦、ニセコ中学校は1対

2で岩内第二中学校に惜敗した。

中体連の大会は、中学校3年生にとって中学校部活動として出場する最後

の大会となる。全国大会まで続くこの大会はトーナメント戦で戦い、「負

け」＝「引退」の公式が当てはまる、まさに負けられない大会であり、中学

校部活動としての集大成の大会でもある。

今年のニセコ中学校の野球部は3年生7人、2年生4人、1年生10人の21

人の部員が所属し、全校生徒約130人の学校規模から考えると大所帯の部

と言える。野球部監督の高井教諭は、自ら動きながら手本を示して指導し、

コーチの杉山教諭は試合などのデータに基づき指導するなど指導体制もしっ

かりとしている。

選手は小学校から野球をしていた経験者も多く、飛びぬけた選手がいるわ

けではないが、まとまりがあり野球に対する情熱を持ったチームである。

今年の後志管内は、ずば抜けて強いチームが無く、どのチームも全道大会

に出場するチャンスがある混戦模様で、ニセコ中学校も全道大会出場を狙え

る位置にあり、全道出場を現実のものにするため、放課後、休日、雨の日も

雪の日も練習に取り組んできた。

中学校生活の全てを、野球部に捧げてきたといっても過言ではない。

自分のプレーでチームを引っ張り続け、マウンド上では冷静沈着な、キャ

プテンでエースの大平竜資君（3年生）は涙をこらえながら、応援席に向か

って最後の挨拶をした。

応援席からの労いの言葉や拍手がそうさせたのか、キャプテンとして最後

の仕事が終えたからなのかわからないが、挨拶の後は耐えていたものがプツ

ンと切れたかのように、肩を震わせ涙を流した。それでも涙を見られないよ

うに帽子で顔を隠し、少しおぼつかない足取りでベンチに戻ってくる。

高井雅康監督は彼にそっと近づき、背中に手をまわして声をかけた。大平

君は小さく頷いた。

6月30日㈯、中体連軟式野球大会後志予選会1回戦、ニセコ中学校は1対

2で岩内第二中学校に惜敗した。

中体連の大会は、中学校3年生にとって中学校部活動として出場する最後

の大会となる。全国大会まで続くこの大会はトーナメント戦で戦い、「負

け」＝「引退」の公式が当てはまる、まさに負けられない大会であり、中学

校部活動としての集大成の大会でもある。
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け」＝「引退」の公式が当てはまる、まさに負けられない大会であり、中学

校部活動としての集大成の大会でもある。

今年のニセコ中学校の野球部は3年生7人、2年生4人、1年生10人の21

人の部員が所属し、全校生徒約130人の学校規模から考えると大所帯の部

と言える。野球部監督の高井教諭は、自ら動きながら手本を示して指導し、

コーチの杉山教諭は試合などのデータに基づき指導するなど指導体制もしっ

かりとしている。

選手は小学校から野球をしていた経験者も多く、飛びぬけた選手がいるわ

けではないが、まとまりがあり野球に対する情熱を持ったチームである。

今年の後志管内は、ずば抜けて強いチームが無く、どのチームも全道大会

に出場するチャンスがある混戦模様で、ニセコ中学校も全道大会出場を狙え

る位置にあり、全道出場を現実のものにするため、放課後、休日、雨の日も

雪の日も練習に取り組んできた。

中学校生活の全てを、野球部に捧げてきたといっても過言ではない。

自分のプレーでチームを引っ張り続け、マウンド上では冷静沈着な、キャ

プテンでエースの大平竜資君（3年生）は涙をこらえながら、応援席に向か

って最後の挨拶をした。

応援席からの労いの言葉や拍手がそうさせたのか、キャプテンとして最後

の仕事が終えたからなのかわからないが、挨拶の後は耐えていたものがプツ

ンと切れたかのように、肩を震わせ涙を流した。それでも涙を見られないよ

うに帽子で顔を隠し、少しおぼつかない足取りでベンチに戻ってくる。

高井雅康監督は彼にそっと近づき、背中に手をまわして声をかけた。大平

君は小さく頷いた。

6月30日㈯、中体連軟式野球大会後志予選会1回戦、ニセコ中学校は1対

2で岩内第二中学校に惜敗した。

中体連の大会は、中学校3年生にとって中学校部活動として出場する最後

の大会となる。全国大会まで続くこの大会はトーナメント戦で戦い、「負

け」＝「引退」の公式が当てはまる、まさに負けられない大会であり、中学

校部活動としての集大成の大会でもある。

今年のニセコ中学校の野球部は3年生7人、2年生4人、1年生10人の21

人の部員が所属し、全校生徒約130人の学校規模から考えると大所帯の部

と言える。野球部監督の高井教諭は、自ら動きながら手本を示して指導し、

コーチの杉山教諭は試合などのデータに基づき指導するなど指導体制もしっ

かりとしている。

選手は小学校から野球をしていた経験者も多く、飛びぬけた選手がいるわ

けではないが、まとまりがあり野球に対する情熱を持ったチームである。

今年の後志管内は、ずば抜けて強いチームが無く、どのチームも全道大会

に出場するチャンスがある混戦模様で、ニセコ中学校も全道大会出場を狙え

る位置にあり、全道出場を現実のものにするため、放課後、休日、雨の日も

雪の日も練習に取り組んできた。

中学校生活の全てを、野球部に捧げてきたといっても過言ではない。

自分のプレーでチームを引っ張り続け、マウンド上では冷静沈着な、キャ

プテンでエースの大平竜資君（3年生）は涙をこらえながら、応援席に向か

って最後の挨拶をした。

応援席からの労いの言葉や拍手がそうさせたのか、キャプテンとして最後

の仕事が終えたからなのかわからないが、挨拶の後は耐えていたものがプツ

ンと切れたかのように、肩を震わせ涙を流した。それでも涙を見られないよ

うに帽子で顔を隠し、少しおぼつかない足取りでベンチに戻ってくる。

高井雅康監督は彼にそっと近づき、背中に手をまわして声をかけた。大平

君は小さく頷いた。

6月30日㈯、中体連軟式野球大会後志予選会1回戦、ニセコ中学校は1対

2で岩内第二中学校に惜敗した。

中体連の大会は、中学校3年生にとって中学校部活動として出場する最後

の大会となる。全国大会まで続くこの大会はトーナメント戦で戦い、「負

け」＝「引退」の公式が当てはまる、まさに負けられない大会であり、中学

校部活動としての集大成の大会でもある。

今年のニセコ中学校の野球部は3年生7人、2年生4人、1年生10人の21

人の部員が所属し、全校生徒約130人の学校規模から考えると大所帯の部

と言える。野球部監督の高井教諭は、自ら動きながら手本を示して指導し、

コーチの杉山教諭は試合などのデータに基づき指導するなど指導体制もしっ

かりとしている。

選手は小学校から野球をしていた経験者も多く、飛びぬけた選手がいるわ

けではないが、まとまりがあり野球に対する情熱を持ったチームである。

今年の後志管内は、ずば抜けて強いチームが無く、どのチームも全道大会

に出場するチャンスがある混戦模様で、ニセコ中学校も全道大会出場を狙え

る位置にあり、全道出場を現実のものにするため、放課後、休日、雨の日も

雪の日も練習に取り組んできた。

中学校生活の全てを、野球部に捧げてきたといっても過言ではない。

自分のプレーでチームを引っ張り続け、マウンド上では冷静沈着な、キャ

プテンでエースの大平竜資君（3年生）は涙をこらえながら、応援席に向か

って最後の挨拶をした。

応援席からの労いの言葉や拍手がそうさせたのか、キャプテンとして最後

の仕事が終えたからなのかわからないが、挨拶の後は耐えていたものがプツ

ンと切れたかのように、肩を震わせ涙を流した。それでも涙を見られないよ

うに帽子で顔を隠し、少しおぼつかない足取りでベンチに戻ってくる。

高井雅康監督は彼にそっと近づき、背中に手をまわして声をかけた。大平

君は小さく頷いた。

6月30日㈯、中体連軟式野球大会後志予選会1回戦、ニセコ中学校は1対

2で岩内第二中学校に惜敗した。

中体連の大会は、中学校3年生にとって中学校部活動として出場する最後

の大会となる。全国大会まで続くこの大会はトーナメント戦で戦い、「負

け」＝「引退」の公式が当てはまる、まさに負けられない大会であり、中学

校部活動としての集大成の大会でもある。

今年のニセコ中学校の野球部は3年生7人、2年生4人、1年生10人の21

人の部員が所属し、全校生徒約130人の学校規模から考えると大所帯の部

と言える。野球部監督の高井教諭は、自ら動きながら手本を示して指導し、

コーチの杉山教諭は試合などのデータに基づき指導するなど指導体制もしっ

かりとしている。

選手は小学校から野球をしていた経験者も多く、飛びぬけた選手がいるわ

けではないが、まとまりがあり野球に対する情熱を持ったチームである。

今年の後志管内は、ずば抜けて強いチームが無く、どのチームも全道大会

に出場するチャンスがある混戦模様で、ニセコ中学校も全道大会出場を狙え

る位置にあり、全道出場を現実のものにするため、放課後、休日、雨の日も

雪の日も練習に取り組んできた。

中学校生活の全てを、野球部に捧げてきたといっても過言ではない。
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雪解け後の5月からの練習は天気にも恵まれ、順調にチーム力を高

めていった。

しかし、予期せぬアクシデントがチームを襲う。

主力として期待されていた久々江拓人君（2年生）が練習試合中に

足を負傷、同じく2年生の長尾亘季君が足首とあばらを、城戸口陸哉

君が腰のけがに見舞われた。さらに、試合1週間前には3年生の鎌田

顕伍君が利き腕の左手を骨折し、レギュラークラスが戦線を離脱する

緊急事態となった。

長尾君のケガは試合に影響が無い程度に回復したが、久々江君と城

戸口君、鎌田君の3人はレギュラーとして試合に出るのは絶望的であ

った。「2年生は来年があるから無理はさせられない。でも3年生は

最後の大会となる。無理は禁物だか、なんとか試合に出る機会があれ

ば」と高井監督は悩んだ。

最後の大会を前にけがをした鎌田君は「さすがに落ち込みましたが、

代走やバントならできる。きっとチームのみんなが俺の出番を作って

くれると信じている」と、手にサポーターをしながらランニングやバ

ント練習を始めた。

2年の久々江君と城戸口君は「けがしてても、俺たちもチームの一

員だから」とチームのために、ピッチングマシーンの準備や用具磨き、

1年生に声出しや守備のアドバイスをするなど、チームを支え続けた。

久々江君と城戸口君の代わりにレギュラーに抜擢された1年生の小

泉拓人君と村岸安
やすし

君は、小学校時代と比べて中学校の野球レベルの違

いに戸惑いを隠せず、練習中に涙も流した。「先輩の代わりでプレッ

シャーです」と話す小泉君に、「自分ができることだけをしっかりや

ればいい」と話す高井監督や先輩たち。小泉君はプレッシャーを打ち

払うかのように、人一倍声を出し、ユニフォームを汚した。

多い日には、200球以上バッティングピッチャーとして
ボールを投げた安藤駿君（1年生）と、声を出しチーム
を盛り上げ続けた鈴木宏一朗君（1年生）。彼ら1年生た
ちの支えがなければチーム練習はできなかった

①片手で素振りする鎌田顕伍君
②ピッチングマシンを操作する城戸口
陸哉君

③1年生に声をかける久々江拓人君
④自ら用具の整備を行う部員たち
⑤安定した守備を見せる小泉拓人君
⑥基本プレーの大切さを感じる村岸安君

③③③③③③③③③③③③③③③③③ ②②②②②②②②②②②②②②②②②

⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤ ④④④④④④④④④④④④④④④④④

⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥

①①①①①①①①①①①①①①①①①
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俺は、みんなを信頼してサインを送る。
今までやってきた練習を信じろ。

チームメイトを信じろ。
そして、自分を信じろ。

試合前日、高井監督は選手に向けて「みんなは、今この1分1秒で

も野球が上達していっている。もしかすると試合中にも上達するかも

しれない。完成させられなかったのは俺の責任だ。俺は、今日まであ

きらめずに練習を続けてきたみんなを信頼してサインを送る。みんな

は、今までの練習を信じ、チームメイトを信じ、そして自分を信じて

全力でプレーして欲しい」といつに無く穏やかな表情で話した。

試合に向かう選手たちの気持ちは、ひとつに固まっていた。厳しい

練習を通して築き上げてきた選手たちと監督、コーチとの信頼感。

「この仲間で、大好きな野球を続けていきたい。そのためには勝つし

かない」と、全員が心に誓い、全力でプレーした。

試合後、高井監督は3年生に「野球は楽しかったか」と問いかけた。

選手は涙顔で「楽しかった」と小さくつぶやく。最後に「できるので

あれば、まだこのメンバーで野球をやりたい。やり足りないと感じて

いる。野球が好きなら高校に行っても野球を続けてほしい。もし野球

をやらなかったとしても、新しい何かを見つけて、この野球部で活動

したように一生懸命取り組んで欲しい」と優しく語りかけた。

スポーツは「結果がすべて」と言われる。しかし、なかなか勝てな

くても、最後まであきらめないで必死にやり抜くということは、勝つ

ことより難しい。そして、仲間のために必死になれるということは、

お互いが共有した時間と内容が正しかったことの証明に違いない。

中学校部活動の2年と数ヶ月は、人生の中ではほんのわずかな月日

なのかもしれない。しかし、ここで得ることができる、信じることの

大切さと、最後まで全力でやり抜くと言うことは、これから人生の大

きな支えとなるに違いない。



８月号 9

ま
ち
づ
く
り
情
報
室

町の取り組みやお知らせを紹介するページです

補
助
事
業
者
は
、
補
助
事
業
の
完
了
し
た
翌
年
度
か
ら

３
年
間
、
当
該
事
業
の
収
支
状
況
の
報
告
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

■
問
合
わ
せ
／
農
政
課
農
政
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
青
木
・
境

生
産
か
ら
加
工
、
販
売
ま
で
を
手
が
け
る
取
り
組

み
を
支
援
し
ま
す

町
で
は
、
農
畜
産
物
の
高
付
加
価
値
化
を
推
進
す
る
た

め
、
農
林
漁
業
者
が
生
産
か
ら
加
工
、
販
売
ま
で
を
手
が

け
る
取
り
組
み
「
６
次
産
業
化
」
を
支
援
す
る
た
め
の
制

度
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。

【
補
助
対
象
者
】

町
内
に
住
所
を
有
し
、
町
税
の
滞
納
が
無
い
人
で
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
　
認
定
農
業
者

②
　
構
成
員
の
過
半
が
町
内
の
農
林
漁
業
者
で
、
か
つ

３
戸
以
上
の
農
林
漁
業
者
で
構
成
さ
れ
た
団
体

③
　
①
、
②
の
者
と
３
年
以
上
の
委
託
加
工
契
約
を
締

結
す
る
製
造
業
者

【
補
助
対
象
経
費
】

町
内
の
農
林
漁
業
者
が
生
産
し
た
農
林
水
産
物
を
加
工

し
販
売
す
る
た
め
の
経
費
の
う
ち
、
次
に
該
当
す
る
も
の

（
ア
）
農
林
水
産
物
の
加
工
・
販
売
の
た
め
必
要
と
な
る

施
設
の
整
備
に
要
す
る
経
費

（
イ
）
農
林
水
産
物
の
加
工
・
販
売
の
た
め
必
要
と
な
る

機
械
（
製
粉
機
、
製
パ
ン
機
、
製
麺
機
、
食
品
加

工
機
、
冷
凍
機
、
厨
房
機
器
、
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
な

ど
）

（
ウ
）
加
工
販
売
の
た
め
必
要
と
な
る
施
設
や
機
械
の
導

入
に
附
帯
し
て
必
要
と
な
る
経
費
や
製
造
技
術
の

修
得
、
商
品
研
究
や
販
売
促
進
に
要
す
る
経
費

農業の
6次産業化を
応援します

補助制度と
相談窓口を設けました

【
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
】

６
次
産
業
化
に
取
り
組
む
際
の
国
の
補
助
金
や
融

資
制
度
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度
な
ど
の
情
報

を
紹
介
し
ま
す
。
加
工
や
販
売
に
取
り
組
み
た
い

人
は
気
軽
に
農
政
課
農
政
係
（
６
次
産
業
化
総
合

相
談
窓
口
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補助対象者の区分

①認定農業者

②農林漁業者３戸以
上で構成された団
体

③委託加工契約を締
結する製造業者

補助率

2／3以内

1／2以内

補助金の
限度額

200万円

【補助金の額】
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こ
え
て
い
る
か
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。
試
験
放
送
日
は
ラ
ジ
オ
ニ

セ
コ
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
防
災
ラ
ジ
オ
を
コ

ン
セ
ン
ト
に
つ
な
ぎ
、
ス
イ
ッ
チ

を
切
っ
て
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
試

験
放
送
で
ラ
ジ
オ
が
起
動
し
な
い

な
ど
の
不
具
合
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
手
数
で
す
が
役
場
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
緊
急
時
に
お
け
る
放
送

を
役
場
の
職
員
が
迷
わ
ず
適
切
に

放
送
が
で
き
る
よ
う
に
、
訓
練
の

目
的
で
試
験
放
送
を
行
っ
て
い
ま

す
。
毎
月
第
３
水
曜
日
午
前
11
時

50
分
こ
ろ
、
役
場
か
ら
の
割
込
み

放
送
が
流
れ
ま
す
。
こ
の
割
込
み

放
送
は
防
災
ラ
ジ
オ
の
自
動
起
動

は
し
ま
せ
ん
が
、
ラ
ジ
オ
ニ
セ
コ

の
番
組
を
お
聴
き
の
み
な
さ
ん
に

は
番
組
の
途
中
で
放
送
が
切
れ
ま

す
の
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
企
画
環
境
課
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
推
進
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
馬
渕
・
松
澤

６
月
12
日
に
緊
急
時
放
送
の
試

験
放
送
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
あ
と
５
回
程
度
の
試
験
放
送

を
行
う
予
定
で
す
。
早
朝
や
夜
間
、

休
日
、
防
災
訓
練
時
な
ど
に
試
験

放
送
を
行
い
ま
す
の
で
、
こ
の
と

き
に
防
災
ラ
ジ
オ
が
自
動
起
動
し
、

話
し
て
い
る
内
容
が
き
ち
ん
と
聴

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
ラ
ジ
オ
を

自
動
起
動
さ
せ
な
い
割
込
み
放
送

（
臨
時
放
送
）を
行
う
こ
と
も
で
き

ま
す
。
臨
時
放
送
は
、
ラ
ジ
オ
ニ

セ
コ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
放

送
を
で
き
な
い
と
き
な
ど
に
、
み

な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
（
停
電
情
報
や
断

水
な
ど
）
が
あ
っ
た
場
合
も
役
場

か
ら
放
送
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

緊
急
時
の
放
送
は
町
民
み
な
さ

ん
の
生
命
や
財
産
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
場

合
に
、
役
場
か
ら
ラ
ジ
オ
を
自
動

起
動
さ
せ
て
情
報
提
供
を
し
ま
す
。

ラ
ジ
オ
の
放
送
は
通
常
、
ラ
ジ

オ
の
放
送
権
の
あ
る
㈱
ニ
セ
コ
リ

ゾ
ー
ト
観
光
協
会
が
行
っ
て
い
ま

す
が
、
災
害
時
な
ど
迅
速
で
正
確

な
情
報
提
供
に
努
め
る
た
め
、
役

場
と
㈱
ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー
ト
観
光
協

会
が
協
定
を
結
び
、
役
場
に
あ
る

簡
易
演
奏
所
か
ら
放
送
が
で
き
る

よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
と
き
に
緊
急
放
送
が
流
れ

る
の
か
、
基
準
は
下
の
表
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
情
報
が
緊
急
放
送

さ
れ
る
の
か
？

試
験
放
送
を
行
っ
て
い
き
ま
す

今
年
３
月
か
ら
町
民
の
み
な
さ

ん
に
無
料
で
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
る
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
コ
ン
セ
ン

ト
に
つ
な
い
で「
ラ
ジ
オ
ニ
セ
コ
」

が
聴
こ
え
る
状
態
に
な
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
？
貸
し
出
し
の
と
き

や
広
報
紙
な
ど
で
も
お
知
ら
せ
し

て
き
て
い
ま
す
が
、
こ
の
防
災
ラ

ジ
オ
は
緊
急
時
な
ど
に
自
動
で
ラ

ジ
オ
が
起
動
し
、
役
場
な
ど
か
ら

の
情
報
が
放
送
さ
れ
ま
す
。
災
害

時
に
少
し
で
も
早
く
情
報
を
伝
達

す
る
手
段
の
一
つ
で
す
の
で
、
日

常
、
ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
い
な
い
お

宅
で
も
、
こ
の
緊
急
時
の
情
報
伝

達
の
た
め
に
ラ
ジ
オ
が
聴
こ
え
る

よ
う
に
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

コ
ン
セ
ン
ト
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
か
？

防
災
ラ
ジ
オ

緊急放送の基準
情報の種類

国民保護（攻撃情報）

地震
火山

火事
大規模事故、その他災害

犯罪、生活に関すること

緊急放送基準
スタジオ等放送　　 割込放送 Jｱﾗｰﾄ連動放送
ゲリラ・特殊部隊による攻撃
航空機による攻撃
弾道ミサイルによる攻撃
上記攻撃情報のキャンセル報
震度４以上
避難
避難準備
移住地域厳重警戒
大規模火災発生
突発的な事象が発生し、又は発生するおそれがある
とき
町民等の生命及び財産に大きな危害が加えられるお
それがあるとき

※スタジオ等放送は「ラジオニセコ」から、割込放送は「役場の簡易演奏所」から、Jアラー
ト（全国瞬時警報システム）連動放送は「消防庁」からの情報が放送されます
※このほかに「ニセコ町地域防災計画」に則り、災害時などの情報を放送します
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客
な
ど
が
集
う
地
域
活
性
化
の
拠

点
と
し
て
、
再
活
用
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
倉
庫
群
の
再
活
用
に

つ
い
て
町
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

と
と
も
に
、
効
果
的
な
再
活
用
策

や
課
題
な
ど
を
探
る
た
め
、
７
月

８
日
㈰
、
倉
庫
群
を
会
場
に
イ
ベ

ン
ト「
ニ
セ
コ
倉
庫
邑
２
０
１
２
」

（
ニ
セ
コ
倉
庫
邑
実
行
委
員
会
主
催
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

旧
で
ん
ぷ
ん
工
場
で
は
、
ニ
セ

コ
エ
リ
ア
で
ア
ー
ト
や
工
芸
に
活

躍
す
る
「
も
の
づ
く
り
人び
と

」
16
組

が
集
ま
り
、
展
示
販
売
や
制
作
体

Ｊ
Ｒ
ニ
セ
コ
駅
前
（
中
央
地
区
）

に
は
、
か
つ
て
、
羊
蹄
山
ろ
く
地

域
の
農
産
物
を
輸
送
す
る
た
め
の

集
積
場
と
し
て
、
倉
庫
や
で
ん
ぷ

ん
工
場
な
ど
が
建
ち
並
ん
で
い
ま

し
た
。

現
存
す
る
倉
庫
群
は
、
現
在
、

主
に
Ｊ
Ａ
よ
う
て
い
が
倉
庫
と
し

て
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
手
狭
な

た
め
移
転
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
移
転
後
の
倉
庫
群
に

つ
い
て
、
駅
前
と
い
う
立
地
の
良

さ
と
、
石
造
り
倉
庫
な
ど
歴
史
的

な
建
築
物
と
し
て
の
特
色
を
生
か

し
て
、
地
域
の
み
な
さ
ん
や
観
光

倉倉倉倉庫庫庫庫邑邑邑邑2222000011112222開開開開催催催催！！！！
――――中中中中央央央央倉倉倉倉庫庫庫庫群群群群再再再再活活活活用用用用にににに向向向向けけけけてててて

そそそそううううここここむむむむらららら

屋外会場にはスケートボードのランプ（斜面）も設置され、
子どもから大人まで、妙技を披露していました
屋外会場にはスケートボードのランプ（斜面）も設置され、
子どもから大人まで、妙技を披露していました
屋外会場にはスケートボードのランプ（斜面）も設置され、
子どもから大人まで、妙技を披露していました
屋外会場にはスケートボードのランプ（斜面）も設置され、
子どもから大人まで、妙技を披露していました
屋外会場にはスケートボードのランプ（斜面）も設置され、
子どもから大人まで、妙技を披露していました
屋外会場にはスケートボードのランプ（斜面）も設置され、
子どもから大人まで、妙技を披露していました
屋外会場にはスケートボードのランプ（斜面）も設置され、
子どもから大人まで、妙技を披露していました
屋外会場にはスケートボードのランプ（斜面）も設置され、
子どもから大人まで、妙技を披露していました
屋外会場にはスケートボードのランプ（斜面）も設置され、
子どもから大人まで、妙技を披露していました
屋外会場にはスケートボードのランプ（斜面）も設置され、
子どもから大人まで、妙技を披露していました
屋外会場にはスケートボードのランプ（斜面）も設置され、
子どもから大人まで、妙技を披露していました
屋外会場にはスケートボードのランプ（斜面）も設置され、
子どもから大人まで、妙技を披露していました
屋外会場にはスケートボードのランプ（斜面）も設置され、
子どもから大人まで、妙技を披露していました
屋外会場にはスケートボードのランプ（斜面）も設置され、
子どもから大人まで、妙技を披露していました
屋外会場にはスケートボードのランプ（斜面）も設置され、
子どもから大人まで、妙技を披露していました
屋外会場にはスケートボードのランプ（斜面）も設置され、
子どもから大人まで、妙技を披露していました
屋外会場にはスケートボードのランプ（斜面）も設置され、
子どもから大人まで、妙技を披露していました

中
央
倉
庫
群
と
は

「
ニ
セ
コ
倉
庫
邑2

0
1
2

」

鍛冶屋体験のコーナーでは、ハンマーを手にしたみなさん
が、熱した鉄の棒を豪快かつ繊細に加工していました

飲み物や軽食などを提供するテントや移動販売車には、た
くさんの人が集まり列を作りました
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意
見
交
換
会
な
ど
を
開
催
し
、
再

活
用
に
か
か
る
基
本
設
計
を
行
い

ま
し
た
。
検
討
過
程
に
つ
い
て
は
、

広
報
ニ
セ
コ
で
５
回
に
わ
た
り
紹

介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
基
本
設
計

の
全
文
に
つ
い
て
は
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
の
基
本
設
計
に
基
づ
き
、
今

年
度
は
、
倉
庫
群
の
そ
れ
ぞ
れ
の

建
物
の
構
造
や
傷
み
具
合
を
詳
し

く
調
査
す
る
「
劣
化
・
耐
震
性
調

査
」
を
行
う
と
と
も
に
、
具
体
的

な
運
営
方
針
の
検
討
な
ど
、
倉
庫

群
再
活
用
の
実
現
に
向
け
た
準
備

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

町
で
は
、
倉
庫
群
再
活
用
に
つ

い
て
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
問
合
せ
／
建
設
課
都
市
計
画
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
山
崎
・
金
澤
・
向
田

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ/

h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.n
is
e
ko
.

lg
.jp
/m
a
c
h
its
u
ku
ri/

to
riku
m
i/s
o
u
ko
.h
tm
l

験
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
地
元

な
ど
で
活
躍
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
８
組
に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
も
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
倉
庫
群
の
敷
地
内
で
は
、

新
鮮
な
野
菜
や
軽
食
な
ど
の
お
店

14
店
や
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
ラ

ン
プ
（
斜
面
）
も
登
場
し
、
会
場

全
体
で
延
べ
約
１
８
０
０
人
が
来

場
し
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

倉
庫
群
を
再
活
用
す
る
際
に
は
、

こ
の
よ
う
に
多
く
の
人
々
が
集
う

場
と
な
る
よ
う
、
町
で
は
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
町
で
は
倉
庫
群
の
再

活
用
を
め
ざ
し
、
検
討
委
員
会
や

【上】旧でんぷん工場では、さまざまなものづ
くり体験やミニライブが行われました

【右３点】来場したみなさんは、ものづくり人
のみなさんと、笑顔で交流していました

【左】札幌市立大学の協力による仮装をして写
真を撮るコーナーには、たくさんの笑顔
があふれていました

【左下】ニセコ高校の生徒と先生によるバンド
も熱演しました

再
活
用
の
過
程
に
つ
い
て

ご
意
見
・
お
問
合
せ
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・類似団体とは、人口規模、産業

構造が類似している団体です。

職員の平均給料月額・平均年齢

給
与
費
の
内
訳
（
一
般
職
）

人件費の状況（議会議員･特別職･一般職等）

平成23年度の

町町町町職職職職員員員員のののの給給給給与与与与ななななどどどどのののの状状状状況況況況 をお知らせします
平成23年度の町職員給与などの状況（平成24年3月31日現在）がまとまりました。
ここでは、給与費に占める各種手当の割合や給与の決算状況、特別職、議会議員や一般職員の給与の内容、職
員数などをお知らせします。

総合計

①給料･･････････････････････3億3,655万円（65.3％）

②扶養手当 ････････････････････1,229万円（2.4％）

③住居手当･･･････････････････････520万円（1.0％）

④通勤手当 ････････････････････････54万円（0.1％）

⑤時間外勤務手当･･･････････1,923万円（3.7％）

⑥期末手当 ････････････････････8,077万円（15.7％）

⑦勤勉手当 ････････････････････3,913万円（7.6％）

⑧寒冷地手当 ･･･････････････････911万円（1.8％）

⑨子ども手当 ･･･････････････････579万円（1.1％）

⑩管理職手当 ･･･････････････････587万円（1.1％）

⑪管理職員特別勤務手当･････24万円（0.1％）

⑫宿日直手当･････････････････････51万円（0.1％）

（100円未満切り捨て）

歳 出 総 額（Ａ）

人 　 件 　 費 （ Ｂ ）

人 件 費 率（Ｂ／Ａ）

人件費の内職員給与（Ｃ）

職員給与比率（Ｃ／Ａ）

48億6,910万円

7億5,774万円

15.6%

6億7,165万円

13.4%

321,500円 41.9歳

312,700円 42.7歳

327,400円 45.3歳

327,200円 42.3歳

ニ セ コ 町

類 似 団 体

北 海 道

国

5億1,523万円

平均年齢平均給料月額

一 般 行 政 職
区　　　分

・職員数は各年度4月1日現在の人数です

級別職員数（一般職）

7

3

24

42

1

7

84

5

4

23

42

5

7

86

課 長

課 長

課長、係長

係長、主任

主 事

主 事

合 計

6級

5級

4級

3級

2級

1級

職員数（人）

H23
区分

H22
標準的な職務

特別職の給与等の状況

670,000円

570,000円

520,000円

町 長

副 町 長

教 育 長

6月（給料月額＋給料月額の15／100）
×190／100

12月（給料月額＋給料月額の15／100）
×205／100

計 （給料月額＋給料月額の15／100）
×395／100

6月（報酬月額＋報酬月額の15／100）
×190／100

12月（報酬月額＋報酬月額の15／100）
×205／100

計 （報酬月額＋報酬月額の15／100）
×395／100

報 　 酬 　 月 　 額 期　　末　　手　　当

給 　 料 　 月 　 額 期　　末　　手　　当

258,000円

205,000円

184,000円

184,000円

170,000円

議 長

副 議 長

常任委員長

議会運営委員長

議 員

議会議員の報酬等の状況 （平成23年5月以降）

平成24年4月1日現在の給与の内容をお知らせします。

現在、公務員の給与は、全国的に見直しが進められて

います。町では、これらの動向を踏まえ、これからも適

正な給与水準を保つよう努めます。

平成24年4月における 給与の内容 をお知らせします

ニ
セ
コ
町

期末・勤勉手当

6月 1.225月分 0.675月分

12月 1.375月分 0.675月分

計 2.6月分 1.35月分

ニセコ町と同じ

有

職制上の段
階、職務の
級等による
加算処置

期末手当 勤勉手当 加 算 措 置区　　　分

ニセコ町

国



広報ニセコ14

ま
ち
づ
く
り
情
報
室

まちづくり情報室

支　　　給　　　率

（支給率） 給料月額×8／100

課長相当職（支給対象）

自動車などを使用

10～15km 6,500円

15～20km 8,900円

※国家公務員と同様です

※国家公務員と同様です

配偶者 13,000円

配偶者以外 6,500円／人

配偶者なし第１子 11,000円

満16歳から満22歳までの子 5,000円加算

ニ
セ
コ
町

ニ
セ
コ
町

管理職が臨時又は緊急の用務により休日に勤務をした場合

支給額
3時間以上6時間未満の勤務：10,000円
6時間以上の勤務：15,000円

支給対象者
課長相当職

通勤手当扶養手当

退職手当

管理職員特別勤務手当

管理職手当

勤 続 2 0 年

勤 続 2 5 年

勤 続 3 5 年

最高限度額

ニセコ町と同じ

23.5月分 30.55月分

33.5月分 41.34月分

47.5月分 59.28月分

59.28月分 59.28月分

定年前早期退職特例措置

（2～20％加算）

勤続年数 自己都合 勧奨･定年 その他の加算措置 退職時特別昇給

感染症防疫危険手当

保 健 師 危 険 手 当

感染症防疫作業などを行う場合
一日　500円

結核患者宅などの家庭訪問の場合
一日　500円

特殊勤務手当

基礎控除　 12,000円

全額支給額 11,000円

1/2加算限度額 16,000円
（最高支給限度額 27,000円）

＜借家・借間＞

ニ
セ
コ
町

ニ
セ
コ
町

国

住居手当

なし

職員の給与に関してご不明な点

は、総務課総務係までお問い合

わせください。

☎0136‐44‐2121

担当＝佐藤・馬渕

※「借家・借間」については国家公務員と同様。

※「持家」については、平成21年12月に廃止してます。
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子どもたちがヘリコプターに乗って、空からニセコ

町の地理や自然環境を学ぶ、少年ふるさと教室「ヘリ

コプター体験搭乗」が行なわれました。

この日の朝は、雲が低くヘリコプターが飛べるか微

妙な天気でしたが、子どもたちの熱意が空に届き、

徐々に雲が高く上がり、時おり太陽が顔を出す天気に

なりました。

初めてのヘリコプター体験でワクワクしている子ど

もや、緊張気味でドキドキしている子どももいました

が、約10分のフライトが終了した後は「学校や家が

見えた」「畑や森がとてもきれいだった」など、興奮

覚めやらぬ表情で話をしていました。

空から見えた
美しい私たちのふるさと

消防団のみなさんが、日ごろの訓
練の成果をみせる消防演習が行なわ
れました。
町民のみなさんで組織される消防

団は、火災や災害、捜索があるとき
に集まり活動をします。
演習では団員が整列や行進、ポン

プ操法などを行ないました。また、
今年の春にニセコ消防に配備された
最新の消防車の披露も行なわれまし
た。その後、町内で火災が発生した
という想定のもと、消防車を出動さ
せ放水訓練を行いました。
消防団は今後も防災に備えた活動

を行なっていきますが、災害を減ら
すためには、みなさんの防災意識を
高めることが一番大切なことです。

後志管内13町村から14チームが集

まり、後志地区老人クラブゲートボー

ル大会が行なわれました。

あいにくの雨で室内での開催とな

り、ゴムに覆われたボールを使用した

ため、いつもと違うボールの転がりに

戸惑いながらも、日ごろの練習で鍛え

た技術とチームワークで勝利を目指し

て楽しくプレーしました。

災害から暮らしを守る
消防団の訓練披露

ゲートボールは
チームワークが大切

訓練でも、本番を意識して真剣な表情で取り組みま
す

新しい消防車に搭載されているエンジンカッターで、
車のドアを切る消防職員

………7月2日…7月12日

……………6月27日

真
剣
な
表
情
で
打
つ
、
ニ
セ
コ

チ
ー
ム
の
佐
々
木
久
子
さ
ん

︵
字
富
士
見
︶

いざ空へ！ニセコの子ど
もでしか経験できない貴
重な体験をすることがで
きました

「楽しかったよ！もう
1回乗りたい」

「行ってきま〜す」。ヘリコプターから見えたニセコの景色は、きっと心に残る
でしょう

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題
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今年で7回目になる、あそぶっく

七夕寄席が町民センターで行なわ

れ、上方落語家の「桂枝光」さんの

噺を楽しみました。

桂枝光さんは札幌に住んでいて、

地元の話題をネタにした噺をするな

ど、とても親しみやすい落語家です。

最初は、枝光さんのテンポの良い

噺に乗り遅れ、笑いのタイミングが

ズレてしまうところもありました

が、そのうち、噺のテンポやオチが

分かるようになると、会場には大き

な笑い声が響きました。

枝光さんのさわやかな笑顔とたく

さんの笑いで、気分がすっきりする

時間をみなさんと共有することがで

きました。

笑いで暑さを吹き飛ばせ
あそぶっく七夕寄席

…7月4、6日

本格的な夏を迎える前に、プール

の利用方法や泳ぎ方を学ぶ、1年生

の水泳教室が開催されました。

教室には泳ぐことができなかった

り、顔を水につけれない子どもも参

加しましたが、最終日には潜ったり、

ビート板を使って泳げるようにまで

なりました。

夏本番に向けて
水泳を楽しもう！

ふまねっと運動とは、50センチ四
方のマス目でできた網を床に敷いて、
この網を踏まないように歩いたり、ゆ
っくりステップをしたりする運動で
す。
このほど、佐藤けゑ子さん（字富士

見）がこの運動の指導資格を取得し、
毎週金曜日、午前10時から総合体育
館で「ふまねっと教室」をボランティ
アで行なっています。
「健康で生き生きとした生活のため

には、笑いながら運動することが大切
です」と言う佐藤さん。初心者や、杖
を使って歩いている人でも簡単にでき
るふまねっとを、みなさんと一緒にお
話をしながら、笑顔で楽しんでみませ
んか。

踏まない、網（ネット）
ふまねっと教室

1年に一度、全町民が集いスポー

ツを通して親ぼくや交流を深める、

ふれあい町民運動会がニセコ小学校

グラウンドで開催されました。

今年の運動会は、照りつける太陽

による暑さや、雨などの心配も無く、

絶好のコンディションとなりました。

しかし、競技はとても熱く、種目

が終わるたびに順位が入れ替わるデ

ッドヒート。交流や親ぼくが目的の

ふれあい町民運動会ですが、参加選

優勝目指して地域が団結
ふれあい町民運動会

…7月7日

…7月1日

手も応援するみなさんも真剣勝負で、

最後の種目となった年代別リレーま

で順位がもつれました。

午後からの種目で脅威の追い上げ

を見せた中央通チームと、午前中か

ら上位につけていた本通チームが同

点となりましたが、1位獲得種目数の

多かった中央通チームが優勝をしま

した。優勝おめでとうございます。

結果

優　勝　中央通チーム　83点

準優勝　本通チーム　　83点

第3位　双六チーム　　79点

暑い夏はプールが一番！元気に泳ごう！
ネットは段差も無く、滑りにくいので、だれでも安心し
て楽しむことができます

参加者と一緒に動きながら指導する佐藤さん(左）

枝光さんは、上方落語の歴史や扇子などの道具を使
った表現方法も披露してくれました

ムカデ競争は先頭が大変。下駄から足が外れても、後
ろから押されても、最後まで頑張ります

息の合ったジャンプ！本通チームは何回跳べたかな？

ボールを落とさないように、でも急がないと！

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題



今年で40年目となる交通安全
大会が6月28日㈭に行われまし
た。事前準備で、白樺キーホルダ
ー・○×クイズ・啓発ポスターを
全校生徒が一丸となって製作し、
当日はニセコ町と倶知安町の各関
係機関及び事業所、幼児センター、
ニセコ小学校、近藤小学校、ニセ
コ大橋、道の駅ビュープラザの７
つの班に分かれて交通安全運動を
行いました。
私が担当したニセコ大橋では、

ドライバーにアサガオの苗と白樺
キーホルダー・パンフレット・テ
ィッシュを配り、街頭啓発を行い
ました。とても暑い中でしたが、
誰ひとり弱音を吐かず、ドライバ
ーのみなさんに笑顔で交通安全を

呼びかけることができました。ま
た、先生と生徒が団結して交通安
全運動を呼びかける事が出来たこ
とも成功の一つだと思います。今
年の交通安全大会も地域の人に協
力をしていただきました。この伝
統のある行事を引き継ぎ、次年度
は今まで以上に充実した交通安全
運動を行っていきたいと思いま
す。

交通安全大会を終えて
農業クラブ副会長　3年

川越菜々美

わ
が
胸
で
小
さ
き
寝
息
立
て
初
む
る
男
子

を
の
こ

よ
吾
子

あ

こ

よ
乳
呑
み
終
へ
て
高
橋
　
紗
織

く
っ
き
り
と
受
信
し
て
ゐ
る
Ｆ
Ｍ
の
ラ
ジ
オ
ニ
セ
コ
を
サ
ウ
ナ
に
聞
け
り

岩
田
　
稔
雄

ニ
セ
コ
岳
白
馬
も
見
ず
に
夏
来
た
り

荻
野
　
シ
ゲ

喜
雨
来
た
り
畑
に
人
に
笑
み
あ
ふ
る

宮
平
　
裕
子

山
麓
は
春
紅
葉
に
化
粧
せ
り

斉
藤
う
め
子

町
民
み
なさん
の

参
加
ペ
ー
ジ
で
す

お
便
りを
お
待
ちして
ます

農業
クラブ

８月号 17

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

都
市
か
ら
ニ
セ
コ
町

へ
地
域
を
元
気
に
変

え
て
い
こ
う
と
精
力

的
に
活
動
し
て
い
る

隊
員
た
ち
の
声
を
紹

介
し
ま
す
。

４
月
か
ら
役
場
の
商
工
観
光
課
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
役
場
で
働
く
の
は
初
め
て
な
の
で
と

て
も
新
鮮
に
感
じ
て
い
ま
す
。
ニ
セ
コ
旅
程
企

画
集
団
や
ニ
セ
コ
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
、

ニ
セ
コ
町
長
期
滞
在
型
観
光
促
進
事
業
協
議
会

と
い
っ
た
組
織
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

今
、
長
期
滞
在
の
協
議
会
で
ニ
セ
コ
町
温
泉

大
使
の
温
泉
講
座
や
地
域
ガ
イ
ド
の
夜
話
を
開

催
し
て
い
ま
す
の
で
町
民
の
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
温
泉
好
き
の
私
に
と
っ
て
ニ
セ
コ
町

は
ま
さ
に
天
国
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
。
私
は

中
国
山
地
の
山
間
に
あ
る
岡
山
県
の
湯
原
町
と

い
う
小
さ
な
温
泉
地
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
家
に

お
風
呂
は
な
く
、
近
く
に
あ
る
地
域
の
混
浴
温

泉
に
入
っ
て
育
ち
ま
し
た
の
で
、
物
心
つ
く
こ

ろ
か
ら
近
所
の
お
じ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
ち
ゃ
ん
と

も
裸
の
お
付
き
合
い
で
す
。
温
泉
の
お
か
げ
で

お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
み
ん
な
お

肌
は
ツ
ル
ツ
ル
で
す
。
実
家
に
帰
っ
て
お
風
呂

に
行
く
と
「
や
っ
ぱ
り
湯
原
の
お
湯
は
最
高
じ

ゃ
ろ
」
と
必
ず
言
わ
れ
ま
す
。
観
光
客
に
も
「
こ

こ
の
湯
は
え
ぇ
じ
ゃ
ろ
」
と
み
ん
な
自
慢
し
て

い
ま
す
。

ま
ち
の
み
ん
な
か
ら
「
良
い
湯
」
と
聞
か
さ

れ
て
観
光
客
も
だ
ん
だ
ん
と
頭
に
刻
み
込
ま
れ

て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
泉
質
が
ど
う
か
と
い
う

こ
と
は
知
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
リ
ン
ス
が

な
く
て
も
髪
が
サ
ラ
サ
ラ
に
な
る
と
か
、
何
か

に
つ
け
て
「
え
ぇ
湯
じ
ゃ
け
ぇ
」
と
心
か
ら
言

え
る
そ
ん
な
み
ん
な
が
素
敵
だ
と
思
い
ま
す
。

温
泉
講
座
は
専
門
的
な
内
容
も
あ
り
ま
す
が

聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
面
白
い
で
す
。
そ
し
て
、
ニ

セ
コ
の
温
泉
が
い
か
に
素
晴
ら
し
い
か
も
よ
く

わ
か
り
ま
す
。
ニ
セ
コ
温
泉
郷
は
成
分
調
査
の

結
果
か
ら
も
美
人
の
湯
成
分
に
お
い
て
日
本
一

と
も
言
え
る
そ
う
で
す
。ニ
セ
コ
の
お
湯
も
「
最

高
！
」
と
誇
り
を
持
っ
て
伝
え
て
い
き
た
い
で

す
。

温
泉
「
え
ぇ
湯
」
を
伝
え
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
　
橋
本
　
卓
治

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
の
未
来
を
拓
く
力
に
！

.........................................................................................................................................
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毎
年
、
３
歳
児
以
上
の
ク
ラ
ス

は
、
親
子
で
の
む
し
歯
予
防
教
室

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
専
用
の
液
で
歯
を
赤
く

染
め
た
後
、
磨
き
残
し
を
チ
ェ
ッ

ク
し
た
り
、
正
し
い
磨
き
方
を
歯

科
衛
生
士
さ
ん
か
ら
習
い
ま
し
た
。

磨
き
残
し
が
多
い
の
は
、
歯
と

歯
の
間
や
奥
歯
で
、
子
ど
も
だ
け

で
は
上
手
に
磨
け
な
い
た
め
、
保

護
者
の
仕
上
げ
磨
き
が
大
切
で
す
。

大
き
く
な
っ
た
か
ら
と
安
心
せ

ず
に
、
親
子
で
歯
磨
き
を
し
て
、

む
し
歯
を
作
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
ね
。

子育てTopics

む
し
歯
予
防
教
室

このコーナーでは毎月子育てに関する
さまざまな活動や情報を紹介します

にこにこ

心肺蘇生法は思ったより難しかったようです

磨き残しはないかな？

小
さ
な
子
ど
も
を
持
つ
親
を
対

象
に
、
心
肺
蘇
生
法
な
ど
を
学
ぶ

救
急
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

乳
幼
児
の
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
い
方
の
実
技
指
導
、
ま
た

「
誤
飲
し
た
時
」
や
「
熱
性
け
い
れ

ん
」
な
ど
の
応
急
手
当
の
方
法
な

ど
も
学
び
ま
し
た
。

受
講
し
た
お
母
さ
ん
か
ら
は「
人

工
呼
吸
が
難
し
か
っ
た
が
、
た
め

に
な
っ
た
」「
参
加
し
て
多
く
の
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
て
よ
か
っ

た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

幼　児
センター

7月10日

お知らせ

●このページに関する問合せ
ニセコ町幼児センター「きらっと」 担当：青木・酒井
☎（代表）0136-44-2700 0136-44-2725

●幼児センターホームページ
http://www.town.niseko.lg.jp/youji/

FAX

子
育
て
講
座

「
心
肺
蘇
生
法
」

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

おひさま

7月9日

あそぶっくのみなさんが「おひさま」に来て、パネ

ルシアターや絵本を読んでくれます。

子どもと一緒に楽しんでみませんか？

☆日時／8月28日㈫ 午前10時から午前11時まで

☆場所／おひさま

☆申込み／必要ありません

☆問合せは下記まで

おはなしの会を見に来ませんか 妊婦さんもおひさまにどうぞ

おひさまは、親子が遊びに来る所だと思っている人は

いませんか？実は、親子だけではなく妊婦さんも大歓迎

です。

妊娠中の過ごし方や産まれてからの育児の事など、不

安なこともたくさんある事でしょう。そんな時は、おひ

さまに遊びに来て、先輩ママさんたちの話を聞いたり、

赤ちゃんを抱っこさせてもらうこともできます。おひさ

までママ友を見つけてみませんか。

また、出産や育児に関する本の貸し出しも行っていま

すので、ぜひ気軽にお越し下さい。

☆おひさまの開放日と時間

平日の午前9時から正午、午後3時から午後5時

☆問合せは左記まで
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「遊悠ぶっく（ハイツ訪問）」
毎月1度訪問をするニセコハイツにて。
大型絵本の読み聞かせをするボランティ
アの様子

「あそぶっくらぶ」
折り紙で七夕飾りを作り、願い事を書い
た短冊と一緒に柳の枝に飾りました。願
い事は叶うかな？

No.113

●本の展示
7/28～8/23『星座・天文・宇宙』特集

今月は夏の夜空を彩る星座や、自由研究

の題材にも使えそうな天文・宇宙に関す

る本を集めてみました。

●趣味の展示
8/1～8/14 絵画（斎藤淑子さん）

8/15～8/31 布　（山口和子さん）

展　示

●休館のお知らせ
8月22日㈬から8月24日㈮まで、蔵書点検のため、

休館とさせていただきます。

ご不便をおかけいたしますが、ご了承願います。

●色鉛筆の寄附をお願いいたします
あそぶっくでは、子どもたちの間でぬり絵が大人気

です。そのため、色鉛筆が不足しています。中には５

㎝前後まで短くなって、小さすぎて削るのが難しいも

のもあります。

色鉛筆は古いものでも、色や長さが揃っていなくて

かまいません。ご自宅で使用していないものがあれば、

寄附して頂けるととても助かります。

●ブックカバー掛けサービス好評です
あそぶっくでは、昨年よりみなさんがお持ちの大切

な本に、透明フィルムカバーを掛けるサービスをおこ

なっています。

フィルムカバーを掛ける本に破れている箇所などが

ある場合は、破損箇所を修理してからカバーを掛けて

います。ご自身の本だけでなく、ご友人にプレゼント

される本のカバー掛けを依頼される人もいます。費用

のことなど、カウンタースタッフまでお気軽にお問い

合わせください。

お知らせ

おすすめ本紹介

●開館時間／午前10時～午後6時
●休館日／月曜日 第4金曜日

祝日　年末年始
☎0136-43-2155 0136-43-2156
http://www13.ocn.ne.jp/̃asobook/

FAX

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

~

新着本紹介

ずっと作りつづけたい3時のおやつ 川上文代　 傷のあるリンゴ 外山滋比古 みょうがやど　落語絵本15 川端誠

会社で「やってはいけない」43のこと 井垣利英 日御子 帚木蓬生 うそついちゃったねずみくん なかえよしを

北海道コテージ＆キャンプ場ガイド2012 紺谷充彦 真夜中のパン屋さん午前1時の恋泥棒 大沼紀子 きゃっきゃキヤベツ いわさゆうこ

実 用 書 読 み 物 児 童 書 ・ 絵 本

新着本はこのほかにもたくさんあります。あそぶっくでご確認ください。

だ よ り

『たまごを持つように』
まはら三桃

み と

（講談社）

弓道の矢を射る時の感覚を、実際に味わいたくなる

青春小説です。不器用でな

かなか上達しないがコツコ

ツと努力する早弥と天才肌

の実良、男らしい春。

メンタル面が大きく影響

する弓道への三者三様の取

り組みが心に残ります。
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字有島
倉地　敬志さん♥大元沙八香さん
（7月12日）

字有島 苗村　　星
あかり

ちゃん
★6月16日生　（武司さん＝優子さん）

字有島 北澤　　穣
じょう

くん
★6月20日生　（剛さん＝麻紀さん）

字曽我 瀬古　　樹
いつき

くん
★6月21日生　（康平さん＝みき子さん）

字中央通 鈴木　麗生
れ お

くん
★6月28日生　（聴さん＝由香さん）

字有島 バートン ジャック 龍斗
りゅうと

くん
★6月29日生　（ジョンさん＝千尋さん）

字福井 石山　智萌
ともえ

ちゃん
★7月4日生　（康行さん＝さとえさん）

9月16日〜10月15日
住民係窓口届出分

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

ごめいふくを

おいのりします

字曽我 倉地シマ子さん
（満87歳） 6月16日

字元町 小原ミサオさん
（満92歳） 6月22日

字富士見 上杉　キヌさん
（満91歳） 7月12日

住民係窓口受付分

月
生
ま
れ

8

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
他

植
物
性
皮
膚
炎
の
特
徴
と
し
て
、

原
因
と
な
る
植
物
に
触
り
、
そ
の

部
分
に
日
光
照
射
を
受
け
る
と
発

生
す
る
皮
膚
炎
も
あ
り
注
意
が
必

要
で
す
。
植
物
性
皮
膚
炎
の
治
療

は
強
力
な
ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
薬
と

ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
で
す
が
、
場
合
に

よ
っ
て
は
ス
テ
ロ
イ
ド
の
内
服
を

必
要
と
す
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

光
線
過
敏
症

日
光
湿
疹
（
光
線
過
敏
症
）
も

多
い
皮
膚
疾
患
と
し
て
忘
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
診
断
に
は
光
線
の

暴
露
が
多
い
部
位
に
発
疹
が
あ
る

こ
と
が
原
則
と
な
り
ま
す
が
、
皮

疹
は
多
彩
で
あ
る
た
め
診
断
に
難

渋
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。幼

児
期
に
多
い
皮
膚
疾
患

こ
の
時
期
、
幼
児
に
多
い
皮
膚

疾
患
は
伝
染
性
膿
痂
疹
、通
称
「
と

び
ひ
」
で
し
ょ
う
。
と
び
ひ
は
、

伝
染
力
が
強
く
接
触
に
よ
り
容
易

に
感
染
し
ま
す
。
治
療
は
抗
生
物

質
入
り
の
軟
膏
を
塗
布
と
抗
ヒ
ス

タ
ミ
ン
剤
と
抗
生
物
質
の
内
服
を

行
い
ま
す
が
、
か
き
む
し
り
に
よ

る
拡
大
や
悪
化
を
防
ぐ
た
め
、
爪

を
短
く
切
る
、
手
洗
い
を
す
る
こ

と
も
重
要
で
す
。

ノ
ミ
な
ど
）
で
は
救
急
対
応
を
要

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
時

に
遅
延
性
の
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を

み
せ
、
大
き
く
腫
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
症
状
が
強
い
場
合
は
ス

テ
ロ
イ
ド
外
用
剤
の
塗
布
と
抗
ア

レ
ル
ギ
ー
剤
の
内
服
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

植
物
に
よ
る
皮
膚
炎

当
院
で
受
診
が
多
い
皮
膚
疾
患

と
し
て
植
物
に
よ
る
皮
膚
炎
、
特

に
「
ウ
ル
シ
か
ぶ
れ
」
が
あ
り
ま

す
。
植
物
性
皮
膚
炎
は
一
般
に
炎

症
症
状
が
強
く
、
強
力
な
治
療
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
難
治
性
の
皮
膚

炎
を
起
こ
す
こ
と
が
特
徴
で
す
。

時
に
接
触
部
位
以
外
に
も
広
が
る

傾
向
が
強
く
、
自
覚
症
状
も
強
い

か
ゆ
み
と
熱
感
を
伴
い
ま
す
。
ま

た
、
以
前
か
ぶ
れ
な
か
っ
た
植
物

に
あ
る
日
突
然
か
ぶ
れ
る
よ
う
に

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
回

は
皮
膚
疾
患
に
つ
い
て
お
話
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。

こ
の
時
期
注
意
す
る
の
は
ハ
チ

刺
症
だ
と
思
い
ま
す
。
ハ
チ
毒
に

は
痛
み
や
炎
症
を
起
こ
す
物
質
と

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
引
き
起
こ
す

酵
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
初
め

て
刺
さ
れ
た
場
合
は
こ
れ
ら
の
成

分
の
刺
激
に
よ
っ
て
一
時
的
な
痛

み
や
、
発
赤
が
出
現
す
る
だ
け
で

済
み
ま
す
が
、
２
回
目
以
降
は
ハ

チ
毒
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

が
加
わ
る
た
め
個
人
差
は
あ
る
も

の
の
、
全
身
に
じ
ん
ま
し
ん
や
喘

息
の
よ
う
な
症
状
が
出
現
し
、
最

悪
の
場
合
は
シ
ョ
ッ
ク
症
状
が
加

わ
り
死
に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

昆
虫
に
よ
る
刺
咬
症

吸
血
性
の
昆
虫
類
（
カ
、
ブ
ヨ
、

こんにちは

平成23年8月生まれの子どもはいませんでした

ニセコ医院
☎0136-
44‐2201

この時期多い皮膚疾患

河合医師

ドクター河合の

ひと
くち

健康メモ
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町
で
は
、
敬
老
会
の
開
催
に

合
わ
せ
て
、
結
婚
50
年
目
を
迎

え
る
ご
夫
婦
に
記
念
品
を
贈
っ

て
い
ま
す
。

今
年
は
昭
和
37
年
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
の
間
に
結
婚
し

た
ご
夫
婦
が
50
年
目
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
要
件
に
該
当
し
、
記

念
品
の
受
取
を
希
望
す
る
ご
夫

婦
は
、
８
月
13
日
㈪
ま
で
に
ご

連
絡
下
さ
い
。

■
敬
老
会
と
記
念
品
贈
呈
の
問

合
せ
／
保
健
福
祉
課
福
祉
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
工
藤
・
桜
井

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
は
キ
タ

町
で
は
75
歳
以
上
の
お
年
寄

り
を
対
象
に
敬
老
会
を
開
催
し

ま
す
。

対
象
と
な
る
み
な
さ
ん
に
は
、

手
紙
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

が
、
出
欠
の
報
告
を
同
封
の
ハ

ガ
キ
で
８
月
10
日
㈮
ま
で
に
返

信
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

■
対
象
者
／
昭
和
12
年
12
月
31

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

■
日
時
／
９
月
５
日
㈬

午
前
11
時
30
分
か
ら

■
場
所
／
ヒ
ル
ト
ン
ニ
セ
コ
ビ

レ
ッ
ジ

■
会
費
／
必
要
あ
り
ま
せ
ん

キ
ツ
ネ
な
ど
の
糞
に
混
じ
っ
た

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
卵
を
、
水

や
食
べ
物
な
ど
か
ら
人
が
経
口

感
染
す
る
こ
と
で
起
こ
る
病
気

で
す
。

感
染
初
期
は
無
症
状
の
た
め
、

定
期
的
な
検
診
が
重
要
で
す
。

■
日
時
／
９
月
４
日
㈫

午
後

６
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

■
場
所
／
ニ
セ
コ
町
民
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
小
学
３
年
生
、
中
学

２
年
生
（
保
護
者
へ
通
知
し

ま
す
）

曽
我
・
東
山
・
ニ
セ
コ
地
区

の
20
歳
以
上
の
人
（
そ
の
他

の
地
区
の
人
で
も
、
過
去
５

年
間
検
査
を
し
て
い
な
け
れ

ば
受
診
で
き
ま
す
）

■
検
査
方
法
／
採
血

■
検
査
料
／
未
成
年：

無
料

20
〜
69
歳：

２
０
０
円

■
問
合
せ
／
保
健
福
祉
課
健
康

づ
く
り
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
山
本
・
白
川

70
歳
以
上：

１
０
０
円

■
結
果
通
知
／
約
１
か
月
後
に

異
常
の
あ
る
人
へ
お
知
ら
せ

し
ま
す

■
申
込
・
問
合
せ
／
保
健
福
祉

課
健
康
づ
く
り
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
山
本
・
白
川

献
血
車
が
町
内
各
所
を
巡
回

し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
と
場
所
／
８
月
27
日
㈪

午
前
10
時
か
ら
11
時：

日
通

自
工
前

午
前
11
時
30
分
か
ら
12
時
30

分：

綺
羅
乃
湯
前

午
後
２
時
か
ら
４
時
30
分：

役
場
前

８月号 21

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

お
知
ら
せ

み
ん
な
で
長
寿
を
祝
お
う

敬
老
会
を
開
催
し
ま
す

と
も
に
歩
ん
だ
50
年
を
お
祝
い
し
ま
す

結
婚
50
年
目
の
記
念
品
贈
呈

ご
協
力
く
だ
さ
い

献
血
実
施
の
お
知
ら
せ

字曽我　　倉地　和博　様
（母が生前お世話になったお礼として）

心の贈り物 善意に感謝します

ニセコ町社会福祉協議会受付分

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症

検
診
の
お
知
ら
せ



詳
し
い
こ
と
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

■
対
象
者
／
町
内
在
住
の
み
な

さ
ん
で
組
織
し
、
継
続
し
て

活
動
し
て
い
る
団
体

■
補
助
対
象
経
費
／
講
師
の
謝

礼
や
旅
費
、
印
刷
費
、
消
耗

品
費
、
郵
送
料
、
材
料
費
、

使
用
料
な
ど

■
補
助
金
額
／
補
助
対
象
経
費

の
３
分
の
２
以
内
で
20
万
円

ま
で

■
補
助
対
象
期
間
／
平
成
25
年

３
月
31
日
ま
で

■
応
募
期
限
／
８
月
16
日
㈭

■
応
募
方
法
／
町
が
指
定
す
る

申
請
様
式
を
提
出

■
応
募
・
問
合
せ
／
企
画
環
境

課
経
営
企
画
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
福
村
・
佐
々
木

商
工
会
女
性
部
で
は
、
８
月

25
日
㈯
に
行
な
わ
れ
る
狩
太
神

社
祭
に
繰
り
出
す
踊
り
山
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

経
験
の
有
無
や
性
別
を
問
わ

ず
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

浴
衣
は
貸
し
出
し
し
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
練
習

日
に
練
習
場
所
に
直
接
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
練
習
日
時
／
８
月
17
日
㈮
、

20
日
㈪
、
22
日
㈬
、
23
日
㈭

午
後
７
時
か
ら
午
後
９
時

■
練
習
場
所
／
ニ
セ
コ
町
民
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

■
問
合
せ
／
ニ
セ
コ
町
商
工
会

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
２
１
４

担
当
＝
吉
田

町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん

に
よ
る
、
主
体
的
な
ま
ち
づ
く

り
活
動
（
講
演
会
や
討
論
会
、

地
域
を
元
気
に
す
る
イ
ベ
ン
ト

な
ど
公
共
性
の
あ
る
事
業
や
、

自
治
会
な
ど
の
範
囲
で
行
う
美

化
活
動
な
ど
の
地
域
活
動
）
を

支
援
す
る
た
め
、
活
動
費
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
東
日
本
大
震
災
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
＆
ラ
イ
ブ
な
ど
へ

補
助
し
ま
し
た
。
な
お
、
今
年

度
の
春
に
あ
っ
た
申
請
は
不
採

択
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
ち
づ
く
り
に
活
用
く
だ
さ
い

ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
事
業

み
ん
な
で
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う

踊
り
山
の
募
集

交通事故

盗難事件

灯油の盗難事件

灯油のホームタンクから、灯油が盗まれ

る事件が発生しました。

タイヤの盗難事件

アパートの無施錠の物置に保管していた

タイヤが盗まれる事件が発生しました。

確認不足による事故

6月8日、町内の駐車場内において、後

方を確認しないままバックした自動車が、

駐車中の自動車と衝突する事故が発生しま

した。

6月19日、町道の一時停止交差点で、一

時停止したものの、左側の確認をせずに発

進した自動車が、左方から直進してきた自

動車と衝突する事故が発生しました。

ま ち の 事 件 簿
ニセコ町防犯協会

倶知安警察署　☎0136-22‐0110

町営
住宅に
空き室がありません
情報　　

8月は公募する住宅がありません
■住宅情報に関する問合せ／
建設課住宅管理係　☎0136-44-2121

担当＝富永・亀山

平成24年7月12日現在

児童扶養手当の現況届・特別児童扶養
手当の所得状況届の提出をお忘れなく

……………　福祉のメモ　……………

児童扶養手当を受けている人は｢現況届｣を、特別

児童扶養手当を受けている人は「所得状況届」を8

月に提出することになっています。

この届出は、手当を引き続き受ける要件を満たし

ているかの確認と、支給額を決定するための大切な

ものです。もし提出をしなかった場合は、8月分以

降の手当を受けることができなくなりますので必ず

提出してください。

なお、提出していただく用紙は、7月下旬ころに

該当となる人へ送付しています。

もし、現況届を2年間提出しなかった時は、受給

権が消滅して、以後、手当の請求ができなくなる場

合がありますのでご注意ください。

■問合せ／保健福祉課福祉係

☎0136-44‐2121 担当＝工藤・桜井
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プ
ロ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ
る

有
島
武
郎
作
品
な
ど
の
朗
読
と
、

チ
ェ
ン
バ
ロ
の
音
楽
を
楽
し
む

「
朗
読
と
音
楽
の
調
べ
」を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
下
さ

い
。

■
日
時
／
９
月
１
日
㈯

午
後
２
時
開
演

■
場
所
／
有
島
記
念
館
ア
ー
ト

ホ
ー
ル

■
出
演
／
朗
読
　
田
村
英
一
さ

ん
（
Ｈ
Ｂ
Ｃ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

演
奏
　
明
楽
み
ゆ
き
さ
ん(

チ

ェ
ン
バ
ロ)

■
入
場
料
／
無
料

■
申
込
み
／
会
場
設
営
の
関
係

が
あ
る
た
め
、
で
き
る
だ
け

事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
参
加
も
可
能
で

す
■
申
込
み
・
問
合
せ
／
有
島
記

念
館

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
３
２
４
５

担
当
＝
山
口
・
伊
藤

道
の
駅
ニ
セ
コ
ビ
ュ
ー
プ
ラ

ザ
の
農
産
物
直
売
所
が
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
毎

年
実
施
し
て
い
る
、
ニ
セ
コ
ビ

ュ
ー
プ
ラ
ザ
誕
生
祭
。

10
回
目
と
な
る
今
回
は
、
わ

た
あ
め
・
ヨ
ー
ヨ
ー
な
ど
子
ど

も
向
け
コ
ー
ナ
ー
も
新
設
し
、

よ
り
来
場
者
の
み
な
さ
ん
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
催
し
を
企

画
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
／
８
月
５
日
㈰

午
前
８
時
30
分
か
ら

■
場
所
／
道
の
駅
ニ
セ
コ
ビ
ュ

ー
プ
ラ
ザ

■
内
容
／

・
ニ
セ
コ
産
農
産
物
な
ど
が
当

た
る
大
抽
選
会
（
お
買
い
上

げ
１
０
０
０
円
毎
に
１
回
抽

選
。
先
着
５
０
０
回
、
は
ず

れ
な
し
）

・
ヒ
ル
ト
ン
ニ
セ
コ
ビ
レ
ッ
ジ

料
理
長
に
よ
る
ニ
セ
コ
野
菜

を
使
っ
た
料
理
の
提
供

・
ニ
ッ
キ
ー
・
ア
ニ
ッ
キ
ー
の

登
場
な
ど

・
○
×
ク
イ
ズ

・
わ
た
あ
め
、
ヨ
ー
ヨ
ー
コ
ー

ナ
ー

■
問
合
せ
／
ニ
セ
コ
ビ
ュ
ー
プ

ラ
ザ
誕
生
祭
実
行
委
員
会

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
３
４
３
３

担
当
＝
矢
野

く
ら
し
の
情
報

有
島
の
作
品
を
音
楽
と

共
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か

第
10
回
の
記
念
イ
ベ
ン
ト

ニ
セ
コ
ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
誕
生
祭

ニセコ町国営農地再編整備事業レター Vol.10

～ニセコの未来を整備する～～ニセコの未来を整備する～～ニセコの未来を整備する～～ニセコの未来を整備する～～ニセコの未来を整備する～～ニセコの未来を整備する～～ニセコの未来を整備する～～ニセコの未来を整備する～～ニセコの未来を整備する～～ニセコの未来を整備する～～ニセコの未来を整備する～～ニセコの未来を整備する～～ニセコの未来を整備する～～ニセコの未来を整備する～～ニセコの未来を整備する～～ニセコの未来を整備する～～ニセコの未来を整備する～

ニセコ町の農地の現状と未来　　其の一（水田）

農業と観光のまちニセコ町。四季を通じて多くの観光客を魅了します。地元で採れた新鮮な農作物はニセコの観

光にとっても重要な役割を果たしています。しかし、ニセコ農業の現状をみると、未来は明るいものとはいえませ

ん。高齢化や後継者の問題、ＴＰＰによる農産物の価格の問題、そして今一番問題なのは他町村に比べて収益性が

低い農地の問題です。農地を整備し収益性を高め、未来へ優良農地を継承していかなければなりません。

今月号では、ニセコ町の農地の現状と未来と題しまして、ニセコ町の水田の現状と、国営農地再編整備事業によ

って整備された他地区の水田を紹介します。

（上）ニセコ町の水田の現状は主に、①区画が小さい

（平均が約0.2ha）ため作業効率が悪い、②水路が整

備されていないため、管理が大変である、③耕作道が

狭く悪路であるため、農業用機械の移動や作業に時間

がかかるなど、さまざまな問題を抱えています。

（下）空知管内の妹背牛地区で整備された水田。整備

する水田のモデル面積は2.2haで、耕作道や用水路の

整備に加え、地下かんがい設備も整備されています。

そのため、転作により畑作物を栽培して、もし日照り

が続いても地下から作物に水を与えることができま

す。このように、国営事業によって、農業生産技術が

大幅に進歩しています。

■問合せ／国営農地再編整備事業促進期成会事務局

（国営農地再編整備推進室内）

☎0136-44-2121 担当＝中村・斉藤
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し
ょ
う

調
理
す
る
と
き
に
は
！

・
食
品
の
中
心
部
ま
で
し
っ
か

り
と
火
が
通
る
よ
う
に
加
熱

し
ま
し
ょ
う

食
べ
る
と
き
に
は
！

・
調
理
し
た
ら
す
ぐ
食
べ
る
よ

う
に
し
、
長
く
放
置
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

残
っ
た
と
き
は
！

・
清
潔
な
食
器
で
保
存
し
ま
し

ょ
う
。
後
で
少
し
で
も
怪
し

い
と
思
っ
た
ら
食
べ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

そ
れ
で
も
、
も
し
腹
痛
や
下

痢
な
ど
の
症
状
が
出
た
場
合
は

水
分
補
給
を
心
が
け
、
で
き
る

だ
け
早
く
お
医
者
さ
ん
の
診
察

を
受
け
、「
い
つ
ご
ろ
か
ら
、
ど

ん
な
症
状
が
出
始
め
た
か
」、「
ど

ん
な
も
の
を
食
べ
た
か
」
を
報

告
し
、
重
症
化
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
嘔
吐
物
が
つ
い
た
衣

類
な
ど
は
、
家
族
の
衣
類
と
分

け
て
洗
い
、
日
光
に
当
て
て
よ

く
乾
燥
さ
せ
食
中
毒
菌
が
家
族

の
中
で
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
町
民
生
活
課
生
活

環
境
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
花
輪

気
温
が
高
く
な
る
こ
れ
か
ら

は
、
食
中
毒
の
発
生
件
数
が
多

く
な
り
ま
す
。

食
品
を
扱
う
時
は
、
必
ず
手

を
洗
っ
て
、
清
潔
に
手
早
く
調

理
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
食
中

毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

夏
に
な
る
と
暑
さ
で
抵
抗
力

が
落
ち
た
り
、
体
調
を
崩
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
抵
抗
力
が
落

ち
て
い
る
と
誰
で
も
食
中
毒
に

か
か
り
や
す
く
な
る
の
で
、
生

活
全
般
に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

買
う
と
き
に
は
！

・
新
鮮
な
も
の
を
選
び
、
生
鮮

食
料
品
は
買
い
物
の
最
後
に

購
入
し
、
早
目
に
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う

保
存
す
る
と
き
に
は
！

・
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
肉
・
魚
・

野
菜
な
ど
別
々
に
入
れ
て
保

存
し
ま
し
ょ
う

下
準
備
す
る
と
き
は
！

・
調
理
前
に
石
鹸
で
手
洗
い
し
、

調
理
器
具
や
食
器
類
は
清
潔

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ま

な
板
の
包
丁
傷
に
は
雑
菌
が

た
ま
り
や
す
い
の
で
、
熱
湯

消
毒
を
し
て
よ
く
乾
か
し
ま

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

被
害
が
多
く
な
る
季
節
で
す

食
中
毒
の
発
生
に
注
意

注
　
意

8月は北方領土返還要求強調月間です

“いつか”を“今”に。
日本の国土、北方領土

■問合せ／北方領土復帰期成同盟後志地方支部
倶知安町北1条東2丁目（後志総合振興局内）

☎0136-22-0216
■問合せ／町民生活課環境係

☎0136-44－2121 担当＝花輪

資源ごみのルールを守りましょう 空き缶編
資源ごみはリサイクル可能な貴重なものですが、

分別がしっかりされていないものや汚れているもの
は、リサイクル業者が引き取らない場合もあり、一
般ごみとして捨てることになります。
そこで、今回は「空き缶」の出し方についてお知

らせします。
・缶は中身を出して軽く洗い、乾かします。
・飲物の缶で、ふたのあるものは、はずします。
・「ガス缶」や「スプレー缶」は中身を出しきり、
必ず「穴」を空けて、ふたやノズルをはずします。
・中の見える袋に入れます。
・「ペンキ缶」や「薬品類の缶」は、中身を取り除
き燃やさないごみへ出してください。
みなさんのご理解とご協力をお願いします。

クリーンステーション

認知症などの理由で、預貯金の管理や施設の入所契
約を結んだりすることが難しい場合があります。この
ような人たちを保護するのが成年後見制度です。
成年後見制度には、法定後見制度と任意後見制度が
あり、法定後見制度には後見・保佐・補助の3つに分か
れています。
後見とは、認知症などにより判断能力が欠けている
のが通常の状態にある人を保護する制度です。この制
度を利用すると、家庭裁判所が選任した成年後見人が、
本人を代理して契約を結んだり、本人がした不利益な
契約などを後から取り消すことができます。
保佐とは、中程度の認知症などにより判断能力が著
しく不十分な人を保護する制度です。この制度を利用
すると、お金を借りたり、不動産を売買するなど一定
の行為について家庭裁判所が選任した保佐人の同意を
得ることが必要になります。保佐人の同意を得ない行
為は、後から取り消すことができます。
補助とは、軽度の認知症などにより判断能力が不十
分な人を保護する制度です。この制度を利用すると、
家庭裁判所の審判によって、特定の法律行為について、
家庭裁判所が選任した補助人に同意権・取消権や代理
権を与えることができます。
成年後見制度は判断能力が不十分な人の利益を保護
するために不可欠な制度ですので、是非利用していた
だきたいと思います。

大沼弁護士の

くらしのお悩み
法律相談所

成年後見制度を利用しましょう

大沼弁護士の事務所／倶知安ひまわり基金法律事務所
倶知安町南1条東2丁目4-7ベルウッドビル3階
☎0136-21-6228 FAX0136-21-6229



町
内
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
、
ピ
ア
ノ
や
書
道
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
挑
戦
し

て
い
る
小
学
生
、
部
活
動
に

励
む
中
学
生
や
高
校
生
達
の

頑
張
っ
て
い
る
姿
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
後
志
地
区
や
全

道
規
模
の
大
会
、
発
表
会
に

臨
む
子
ど
も
達
。
そ
し
て
、

ニ
セ
コ
高
校
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
発
表
で
は
、
毎
年
の
よ
う

に
全
国
大
会
出
場
の
快
挙
を

成
し
遂
げ
て
い
る
取
組
み
も

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
達
が
、

の
び
の
び
と
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
活
動
、
自
己
研
鑽
に
取
組

め
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
は
、

大
人
の
社
会
的
使
命
だ
と
思

い
ま
す
。
最
近
の
日
本
は
、

経
済
効
率
な
ど
、
経
済
的
な

価
値
ば
か
り
が
叫
ば
れ
、
人

の
心
や
人
間
の
尊
厳
、
人
づ

く
り
の
重
要
性
へ
の
認
識
が

希
薄
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ

ま
す
。
子
育
て
環
境
を
﹁
み

ん
な
の
力
で
創
り
育
て
る
﹂

ニ
セ
コ
町
で
あ
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ニ
セ
コ
町
長
　
片
山
　
健
也

こんにちは

町長です

８月号 25

自
衛
官
候
補
生
と
一
般
曹
候

補
生
、
航
空
学
生
の
採
用
試
験

の
受
付
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

●
自
衛
官
候
補
生

・
受
験
資
格
／
18
歳
以
上
27
歳

未
満
の
人

・
受
付
期
間
／
男
子
は
年
間
を

通
し
て
行
な
っ
て
い
ま
す

女
子
は
８
月
１
日
か
ら
９
月

７
日
ま
で

・
試
験
日
／
男
子
は
平
成
25
年

３
月
高
校
卒
業
予
定
者
は
、

９
月
16
日
以
降
に
行
な
い
ま

す女
子
は
９
月
23
日
か
ら
26
日

の
う
ち
の
１
日

●
一
般
曹
候
補
生

・
受
験
資
格
／
18
歳
以
上
27
歳

未
満
の
人

・
受
付
期
間
／
８
月
１
日
か
ら

９
月
７
日
ま
で

・
試
験
日
／

１
次
試
験：

９
月
17
日

２
次
試
験：

10
月
４
日
か

ら
11
日
の
う
ち
の
１
日

●
航
空
学
生

・
受
験
資
格
／
高
卒
（
見
込
み

含
む
）
21
歳
未
満
の
人

・
受
付
期
間
／
８
月
１
日
か
ら

９
月
７
日
ま
で

・
試
験
日
／

１
次
試
験：

９
月
22
日

※
10
月
以
降
に
２
次
試
験
と

３
次
試
験
が
あ
り
ま
す

■
問
合
せ
／
倶
知
安
地
域
事
務

所☎
０
１
３
６
‐
23
‐
３
５
４
０

ま
た
は
自
衛
官
募
集
相
談
員

（
山
上
さ
ん
）

☎
０
１
３
６
‐
58
‐
２
５
７
０

借
金
の
こ
と
、
離
婚
や
相
続

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

こ
ど
も
達
の
活
躍

年
金
に
つ
い
て
相
談
を
希
望

す
る
人
は
、
年
金
手
帳
を
持
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
事
前
に

予
約
が
必
要
で
す
。

■
開
催
日
時
／
８
月
23
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
場
所
／
倶
知
安
町
後
志
労
働

福
祉
セ
ン
タ
ー

■
相
談
料
／
無
料

■
問
合
せ
・
予
約
先
／
小
樽
年

金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
１
３
６
‐
65
‐
５
０
０
２

初
回
相
談
料
は
無
料
で
す

し
り
べ
し
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

小
樽
年
金
事
務
所

年
金
相
談
所
の
開
設

相
　
談

の
こ
と
、
交
通
事
故
の
こ
と
な

ど
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

■
８
月
の
相
談
日
程
／
１
日
㈬

・
８
日
㈬
・
22
日
㈬
・
29
日

㈬
■
相
談
時
間
／
30
分
程
度

■
場
所
／
岩
内
町
高
台
84-

３

■
相
談
料
／
初
回
の
み
無
料

■
予
約
受
付
時
間
／
平
日
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
し
り
べ

し
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
３
６
‐
62
‐
８
３
７
３

自
衛
官
採
用
試
験
の
申

込
み
を
受
付
中
で
す

●工事や委託業務、物品購入などの契約結果をお知らせします
●6月11日から7月10日までに行なわれた入札や随意契約は次のとおりです
※落札率とは、町が予定していた金額に対し、実際に契約した金額の割合のことです
※単価契約は除いています

契約結果を公表します

地籍管理システムデータ更新業務委託
予定価格：570,000円 契約金額：550,000円
落 札 率：96.5％ 契約相手：ユニオンデーターシステム㈱

平成24年度農村公園整備工事（その1）
予定価格：3,328,500円契約金額：3,276,000円
落 札 率：98.4％ 契約相手：㈱志田建設

ニセコビュープラザ情報棟冷房設備等設置工事
予定価格：2,562,000円契約金額：2,341,500円
落 札 率：91.4％ 契約相手：㈱本間商店

ニセコ小学校屋内体育館大規模改修工事（建築主体工事）
予定価格：62,821,500円 契約金額：61,950,000円
落 札 率：98.6％ 契約相手：㈱石塚建設

ニセコ小学校屋内体育館大規模改修工事(電気設備工事）
予定価格：9,387,000円 契約金額：9,345,000円
落 札 率：99.6％ 契約相手：㈱長澤電気

ニセコ小学校屋内体育館大規模改修工事（機械設備工事）
予定価格：13,177,500円 契約金額：12,442,500円
落 札 率：94.4％ 契約相手：㈱志田建設

ニセコ小学校屋内体育館大規模改修工事施工監理委託業務
予定価格：3,406,200円 契約金額：3,370,500円
落 札 率：99.0％ 契約相手：㈱札幌日総建
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＝公民館 ＝幼児センター ＝西富地区町民センター
＝役場 ＝総合体育館 ＝有島記念館
＝運動公園 ＝あそぶっく ＝町民センター

＝役場 ＝幼児センター ＝西富地区町民センター
＝運動公園 ＝総合体育館 ＝有島記念館
＝あそぶっく ＝町民センター

●あそぶっく開館時間

延長／　：〜19:00

●ラジオニセコ割り込

み放送／11:50〜

●温泉講座／甘露の森

：16:00〜

●歩こう会／　：7:00

〜

●放課後子ども教室／

：9:30〜

●ビュープラザ誕生祭

／ビュープラザ：8:30

〜

くらしの情報P23参照

●放課後子ども教室／

：9:30〜

●文化協会コンサート

／　：18:30〜

●あそぶっく開館時間

延長／　：〜19:00

●ニセコ町家畜共進会

／共進会場：9:00〜

●あそぶっくらぶ／

：14:45〜

●商業活性化懇談会／

前田商店前：18:00〜

●町長杯バレーボール

大会／　：9:00〜

●放課後子ども教室／

：14:00〜

●踊り山練習／　：

19:00〜

くらしの情報P22参照

●おはなしのかい／

：10:30〜

●寿大学老人クラブ合

同運動会／　：10:45〜

●乳児健康診査／　：

13:30〜

●英会話教室／　：

15:30〜

●青少年芸術鑑賞会／　

：9:30〜

●三種混合BCG予防接

種／ニセコ医院：

13:00〜

●踊り山練習／　：

19:00〜

くらしの情報P22参照

●敬老会／ヒルトンニ

セコビレッジ：11:30

〜

くらしの情報P21参照

●あそぶっく開館時間

延長／　：〜19:00

●おひさまおはなしの

会／　：10:00〜

にこにこ広場P18参照

●英会話教室／　：

15:30〜

●英会話教室／　：

15:30〜

●エキノコックス症検

診／　：18:30〜

くらしの情報P21参照

●放課後子ども教室／

：14:00〜

●あそぶっく開館時間

延長／　：〜19:00

●あそぶっくらぶ読み

聞かせ／　：14:45〜

●英会話教室／　：

15:30〜

●対がん協会総合検診

結果説明会／　：

13:30〜

●全町小学生バドミン

トン大会／　：9:00〜

●福祉まつり／　：

11:00〜

●朗読と音楽の調べ／

：14:00〜

くらしの情報P23参照

●まちづくり町民講座

／　：18:30〜

★総合体育館の一般開放は
毎週水曜日、土曜日と日曜日です。
水曜日…午後7時から午後10時
土曜日…午前9時から午後10時
日曜日…午前9時から午後5時

8 月
AUGUST

㈰ ㈪ ㈫ ㈬ ㈭ ㈮ ㈯5 6 7 8 9 10 11

㈰ ㈪ ㈫ ㈬ ㈭ ㈮ ㈯

㈰ ㈪ ㈫ ㈬ ㈭ ㈮ ㈯

㈰ ㈪ ㈫ ㈬ ㈭ ㈮

㈰ ㈪ ㈫ ㈬ ㈭ ㈮ ㈯

あそぶっく休館日

あそぶっく休館日

あそぶっく休館日 あそぶっく休館日

あそぶっく休館日

あそぶっく休館日

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 9/1㈯

9/2 9/3 9/4 9/5

もやさないごみ収集日（金曜日地区）

もやさないごみ収集日（金曜日地区）もやさないごみ収集日（水曜日地区）

もやさないごみ収集日（水曜日地区）

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

●こんにちは町長室／

：15:00〜17:00

●英会話教室／　：

15:30〜

●踊り山練習／　：

19:00〜

くらしの情報P22参照

●後志家畜共進会／共

進会場：9:00〜

●狩太神社祭

●対がん協会総合検診

／　：6:00〜

●エキノコックスベイ

ト撒き／町内：9:00〜

●踊り山練習／　：

19:00〜

くらしの情報P22参照

救急当番医

救急当番医

救急当番医

救急当番医

救急当番医

救急当番医

救急当番医

救急当番医

救急当番医

夜間当番医

夜間当番医

夜間当番医

夜間当番医

夜間当番医

●夜間・休日の救急・急病対応

倶知安厚生病院
☎0136-22-1141
●平日夜間、土・休日対応

蘭越診療所（蘭越）
☎0136-57-5424

くとさん外科胃腸科（倶知安））
☎0136-21-6410

●急患受付
365日24時間対応

●平日夜間受付
午後5時～午後7時

●土曜受付
正午～午後5時

●日曜・祝日受付
午前9時～午後5時

●献血／町内：10:00

〜

くらしの情報P21参照

●放課後子ども教室／

：14:00〜

町 道 民 税
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料

第2期の
納期です

口座引落しは27日（月）
※口座振替をご利用の人は、残高の確認をお願いします
■町道民税・国民健康保険税／税務課
■後期高齢者医療保険料／保健福祉課
いずれも ☎0136-44-2121

8月は

｝

あそぶっく休館日 あそぶっく休館日
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今月の記事でお知らせできなかった、
みなさんの笑顔や表情を写真でおとどけします。

編

集

後

記

人の動き（6月末現在）
人口 4,720
（前月比 －7）
男 2,351
（前月比 －1）
女 2,369
（前月比 －6）
世帯 2,209
（前月比 －5）

外国人 81
登録者（前月比 －6）

「
噛
ま
れ
る
と
賢
く
な
る
ん
だ
っ
て
」

演
劇
中
に
登
場
し
た
獅
子
舞
い
の
噛
み
つ
き
を

受
け
る
神
原
小
夏
ち
ゃ
ん

（
幼
児
セ
ン
タ
ー
『
観
劇
』
に
て
）

い
よ
い
よ
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
で
す
。
４
年
に
一
度
の
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
。
日
本
チ
ー
ム
の
活
躍
に
期
待
で
す
。

個
人
的
に
は
水
泳
の
北
島
康
介
選
手
と
陸

上
の
室
伏
広
治
選
手
に
注
目
で
す
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
調
子
の
ピ
ー
ク
を
持
っ
て
き

て
、
見
事
に
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
。
本

番
で
結
果
を
出
す
「
心
技
体
で
本
当
に
強

い
」
選
手
に
憧
れ
ま
す
。
こ
の
広
報
誌
が

み
な
さ
ん
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
競
技
が
終

わ
っ
て
い
る
の
で
、
何
色
の
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

さ
て
、
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
の
時
差
は
９

時
間
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
中
継
は
夕
方
か
ら

深
夜
に
か
け
て
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
私

は
睡
魔
と
言
う
敵
と
闘
い
な
が
ら
、
テ
レ

ビ
の
前
で
応
援
を
し
ま
す
。

（
ざ
）

激
突
！
大
人
の
椅
子
取
り
ゲ
ー
ム
は
迫
力
満
点
。

ふ
れ
あ
い
町
民
運
動
会
に
て

今
月
の
表
紙

測定日 7月15日までの

1ヵ月間

最高値　0.077μSv/h

最低値　0.040μSv/h

平均値　0.061μSv/h

※空間放射線量率は平常レ
ベルです

町内の放射線量の状況
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